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Ⅰ 調査概要 

１ 調査の目的 

上尾市及び上尾市社会福祉協議会※では、誰もがつながり、安心して暮らせるまちづくりを推進す

るため、「第４次上尾市地域福祉計画」及び「第７次上尾市地域福祉活動計画」の策定に向け、市民ア

ンケートを実施しました。 

２ 調査の設計 

項目 内容 

調査期間 令和７年 11月４日(火)～12月 23日（火） 

調査対象 

市民 市内に在住の 18歳以上の市民 

福祉関係事業者 福祉関係事業者 

福祉関係団体 市内において活動する団体の方 

民生委員・児童委員、主任児童委員 民生委員・児童委員、主任児童委員の方 

抽出方法 住民基本台帳から無作為抽出 

調査方法 郵送配布・郵送回収または WEB回収 

３ 回収結果 

種類 配布数 回収数 有効回収数 有効回収率 

市民 2,995 988 
987 

（内 WEB 274） 
33.0% 

福祉関係事業者 90 31 
31 

（内 WEB  15） 
34.4% 

福祉関係団体 215 127 127 59.1% 

民生委員・児童委員、 

主任児童委員 
314 236 

236 

（内 WEB 62） 
75.2% 

４ 報告書の見方 

①単数回答の設問における各選択肢の回答割合（比率）は、非該当者を除いた回答者数（当該設問で

の該当者数）を基数とした百分率(%)で示しています。 

②各数値は、小数点以下第二位を四捨五入して算出しているため、比率の合計は 100%にならない場合

があります。 

③複数回答の設問における各選択肢の回答割合（比率）は、非該当者を除いた回答者数（当該設問で

の該当者数）を基数とした百分率(%)で示しています。したがって、比率の合計値は 100%以上となり

ます。 

④図や表、本文では、選択肢の一部や数値の一部を省略している場合があります。 



Ⅱ 調査結果【１ 市民】 

2 

Ⅱ 調査結果 

１ 市民 

①あなたご自身について 

問１ あなたの性別はどちらですか。（該当にひとつ○） 

性別については、「男性」が 47.2%、「女性」が 50.2%、「回答を控えたい」が 1.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたの年代はどれですか。（該当にひとつ○） 

年代については、「80 歳以上」が 23.6%、「70～79 歳」が 20.7%、「60～69 歳」が 15.6%となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.2%

50.2%

1.1%

1.5%

0% 20% 40% 60%

男性

女性

回答を控えたい

無回答

項目 度数 比率

男性 466 47.2%

女性 495 50.2%

回答を控えたい 11 1.1%

無回答 15 1.5%

合計 987 100.0%

6.5%

8.4%

10.7%

14.2%

15.6%

20.7%

23.6%

0.3%

0% 10% 20% 30%

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上

無回答

項目 度数 比率

18～29歳 64 6.5%

30～39歳 83 8.4%

40～49歳 106 10.7%

50～59歳 140 14.2%

60～69歳 154 15.6%

70～79歳 204 20.7%

80歳以上 233 23.6%

無回答 3 0.3%

合計 987 100.0%
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問３ あなたが住んでいる地区は次のどれですか。（該当にひとつ○） 

住んでいる地区については、「上尾地区」が 35.4%と最も多く、次いで「大石地区」が 15.3%、「上平

地区」が 13.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.4%

2.7%

12.2%

15.3%

13.9%

11.7%

1.0%

1.8%

1.8%

1.7%

2.1%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40%

上尾地区

平方地区

原市地区

大石地区

上平地区

大谷地区

原市団地

尾山台団地

西上尾第一団地

西上尾第二団地

分からない

無回答

項目 度数 比率

上尾地区 349 35.4%

平方地区 27 2.7%

原市地区 120 12.2%

大石地区 151 15.3%

上平地区 137 13.9%

大谷地区 115 11.7%

原市団地 10 1.0%

尾山台団地 18 1.8%

西上尾第一団地 18 1.8%

西上尾第二団地 17 1.7%

分からない 21 2.1%

無回答 4 0.4%

合計 987 100.0%西上尾第一団地

西上尾第二団地
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問４ あなたは上尾市に何年住んでいますか。（該当にひとつ○） 

上尾市での居住年数は、「20～49 年住んでいる」が 43.2%と最も多く、次いで「50 年以上住んでいる」

が 26.5%、「10～19年住んでいる」が 13.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたの世帯は自治会・町内会・区会に入っていますか。（該当にひとつ○） 

自治会・町内会・区会に入っているかについては、「はい」が 74.8%と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.5%

43.2%

13.9%

6.9%

9.1%

0.4%

0% 20% 40% 60%

50年以上住んでいる

20～49年住んでいる

10～19年住んでいる

５～９年住んでいる

住みはじめて５年に満たない

無回答

項目 度数 比率

50年以上住んでいる 262 26.5%

20～49年住んでいる 426 43.2%

10～19年住んでいる 137 13.9%

５～９年住んでいる 68 6.9%

住みはじめて５年に満たない 90 9.1%

無回答 4 0.4%

合計 987 100.0%

74.8%

13.1%

7.0%

4.8%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80%

はい

いいえ（入ったことがない）

いいえ（以前は入っていた）

わからない

無回答

項目 度数 比率

はい 738 74.8%

いいえ（入ったことがない） 129 13.1%

いいえ（以前は入っていた） 69 7.0%

わからない 47 4.8%

無回答 4 0.4%

合計 987 100.0%
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問６ あなたの主な職業は何ですか。（該当にひとつ○） 

職業については、「無職」が 37.3%と最も多く、次いで「会社員」が 28.6%、「パート・アルバイト」

が 11.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.6%

3.5%

4.2%

0.5%

11.0%

2.0%

8.0%

37.3%

3.9%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40%

会社員

公務員

自営業（農林業・商工・サービス業）

自由業（医師、弁護士など）

パート・アルバイト

学生

家事専業

無職

その他

無回答

項目 度数 比率

会社員 282 28.6%

公務員 35 3.5%

自営業（農林業・商工・サービス業） 41 4.2%

自由業（医師、弁護士など） 5 0.5%

パート・アルバイト 109 11.0%

学生 20 2.0%

家事専業 79 8.0%

無職 368 37.3%

その他 38 3.9%

無回答 10 1.0%

合計 987 100%
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問７ あなたの家族構成はどのようになっていますか。（該当にひとつ○） 

家族構成については、「２世代の世帯（親と子）」が 39.3%と最も多く、次いで「ひとり世帯」が

33.3％、「夫婦のみの世帯」が 17.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたの家族に介護・介助が必要な方がいらっしゃいますか。(該当にひとつ○) 

家族に介護・介助が必要な方がいるかについては、「いる」が 15.4%、「いない」が 83.4%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.3%

17.3%

39.3%

5.7%

3.5%

0.8%

0% 20% 40% 60%

ひとり世帯

夫婦のみの世帯

２世代の世帯（親と子）

３世代の世帯（親と子と孫）

その他

無回答

項目 度数 比率

ひとり世帯 329 33.3%

夫婦のみの世帯 171 17.3%

２世代の世帯（親と子） 388 39.3%

３世代の世帯（親と子と孫） 56 5.7%

その他 35 3.5%

無回答 8 0.8%

合計 987 100.0%

15.4%

83.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる

いない

無回答

項目 度数 比率

いる 152 15.4%

いない 823 83.4%

無回答 12 1.2%

合計 987 100.0%
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②地域福祉や福祉課題に関する意識や行動について 

問９ あなたはこの調査に回答する前から次の①～⑤について知っていましたか。（各項目の該当

にひとつ○） 

各項目の認知についての「内容まで知っている」「聞いたことはあるが、内容まで知らない」を合わ

せた『知っている』では、「①地域福祉」が 65.5%と最も多く、次いで「③成年後見制度」が 63.7%、

「④ふくしの窓口」が 51.9%となっています。 

一方、「知らなかった」では、「⑤成年後見センター」が 63.5%と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.9%

8.2%

21.5%

11.3%

5.1%

54.6%

41.3%

42.2%

40.6%

25.7%

30.5%

44.5%

30.9%

43.5%

63.5%

4.0%

6.0%

5.4%

4.6%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【Ａ 地域福祉に関する言葉や制度】

①地域福祉

②地域共生社会

③成年後見制度

【Ｂ 地域福祉に関する市の施設や取組】

④ふくしの窓口

⑤成年後見センター

内容まで知っている 聞いたことはあるが、

内容まで知らない

知らなかった 無回答

上段：度数　下段：比率

項目

内
容
ま
で
知
っ

て
い
る

聞
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

内
容
ま
で
知
ら
な
い

知
ら
な
か
っ

た

無
回
答

合
計

【Ａ 地域福祉に関する言葉や制度】

108 539 301 39 987

10.9% 54.6% 30.5% 4.0% 100.0%

81 408 439 59 987

8.2% 41.3% 44.5% 6.0% 100.0%

212 417 305 53 987

21.5% 42.2% 30.9% 5.4% 100.0%

【Ｂ　地域福祉に関する市の施設や取組】

112 401 429 45 987

11.3% 40.6% 43.5% 4.6% 100.0%

50 254 627 56 987

5.1% 25.7% 63.5% 5.7% 100.0%

②地域共生社会

③成年後見制度

④ふくしの窓口
（市役所２階生活支援課内）

⑤成年後見センター
（上尾市総合福祉センター内）

①地域福祉
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問 10 あなたにとって地域とは、日常生活の上でどのような範囲のことであると思いますか。

（該当にひとつ○） 

地域だと思う範囲では、「自治会・町内会・区会」が 50.1%と最も多く、次いで「市全体」が 20.8%、

「隣近所」が 18.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11-1 あなたは、ふだん近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（該当にひとつ

○） 

近所の人との付き合い方については、「会えばあいさつする程度の付き合いである」が 58.1%と最も

多く、次いで「ある程度親しく付き合っている」が 24.5%、「ほとんど（もしくはまったく）付き合い

はない」が 13.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.6%

50.1%

3.5%

2.0%

20.8%

1.7%

3.2%

0% 20% 40% 60%

隣近所

自治会・町内会・区会

小学校区

中学校区

市全体

その他

無回答

項目 度数 比率

隣近所 184 18.6%

自治会・町内会・区会 494 50.1%

小学校区 35 3.5%

中学校区 20 2.0%

市全体 205 20.8%

その他 17 1.7%

無回答 32 3.2%

合計 987 100.0%

2.8%

24.5%

58.1%

13.3%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

家族ぐるみでとても親しく付き合っている

ある程度親しく付き合っている

会えばあいさつする程度の付き合いである

ほとんど（もしくはまったく）付き合いはない

無回答

項目 度数 比率

家族ぐるみでとても親しく付き合っている 28 2.8%

ある程度親しく付き合っている 242 24.5%

会えばあいさつする程度の付き合いである 573 58.1%

ほとんど（もしくはまったく）付き合いはない 131 13.3%

無回答 13 1.3%

合計 987 100.0%
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ひとり世帯の方（ご本人）にうかがいます。 

問 11-2 ふだん家族とどの程度会っていますか。（該当にひとつ○） 

ふだん家族と会っている頻度については、「月に数回」が 30.7%と最も多く、次いで「年に数回」が

30.1%、「週に数回」が 17.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身内にひとり世帯の方が市内にいるご家族の方にうかがいます。 

問 11-3 ふだん家族とどの程度会っていますか。（該当にひとつ○） 

ふだん家族と会っている頻度については、「年に数回」が 4.8%（無回答を除いた集計では 25.3％）と

最も多く、次いで「月に数回」が 4.6%（同、24.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■無回答を回答者から除いた集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

17.3%

30.7%

30.1%

7.3%

11.2%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40%

週に数回

月に数回

年に数回

ほとんどない

その他

無回答

項目 度数 比率

週に数回 57 17.3%

月に数回 101 30.7%

年に数回 99 30.1%

ほとんどない 24 7.3%

その他 37 11.2%

無回答 11 3.3%

回答者数 329 100.0%

3.1%

4.6%

4.8%

3.4%

2.9%

81.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に数回

月に数回

年に数回

ほとんどない

その他

無回答

項目 度数 比率

週に数回 31 3.1%

月に数回 45 4.6%

年に数回 47 4.8%

ほとんどない 34 3.4%

その他 29 2.9%

無回答 801 81.2%

回答者数 987 100.0%

16.7%

24.2%

25.3%

18.3%

15.6%

0% 10% 20% 30% 40%

週に数回

月に数回

年に数回

ほとんどない

その他

項目 度数 比率

週に数回 31 16.7%

月に数回 45 24.2%

年に数回 47 25.3%

ほとんどない 34 18.3%

その他 29 15.6%

回答者数 186 100.0%

無回答者数 801

合計 987
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問 12 あなたは、近所の人とどの程度の付き合いをしたいと思いますか。（該当にひとつ○） 

今後の近所の人との付き合い方については、「会えばあいさつする程度の付き合い」が 59.2%と最も

多く、次いで「ある程度親しい付き合い」が 30.7%、「付き合いたいとは思わない」が 5.4%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.9%

30.7%

59.2%

5.4%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

家族ぐるみのとても親しい付き合い

ある程度親しい付き合い

会えばあいさつする程度の付き合い

付き合いたいとは思わない

無回答

項目 度数 比率

家族ぐるみのとても親しい付き合い 19 1.9%

ある程度親しい付き合い 303 30.7%

会えばあいさつする程度の付き合い 584 59.2%

付き合いたいとは思わない 53 5.4%

無回答 28 2.8%

合計 987 100.0%
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問 13 あなたは、身近な地域の人に対して、どのような手助けや支援ができると思いますか。

（各項目の該当にひとつ○） 

身近な地域の人への手助けや支援についての「できる」「ときどきできる」を合わせた『できる』で

は、「①安否確認の声かけ」が 71.6%と最も多く、次いで「⑦家の前などの掃除」が 63.4%、「⑫緊急時

の手助け」が 62.6%となっています。 

一方、「できない」では、「⑨こどもの送り迎え」が 77.7%と最も多く、次いで「⑧短時間のこどもの

預かり」が 77.0%、「⑪高齢者などの介護や介助」が 74.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.4%

13.1%

9.9%

9.0%

17.0%

4.8%

21.9%

2.9%

2.5%

5.9%

2.3%

20.8%

5.4%

40.2%

40.4%

34.1%

30.3%

36.3%

21.2%

41.5%

14.1%

13.6%

26.6%

17.1%

41.8%

31.6%

24.5%

41.2%

50.3%

54.8%

42.1%

68.2%

32.5%

77.0%

77.7%

61.7%

74.6%

32.2%

57.5%

3.9%

5.3%

5.7%

5.9%

4.6%

5.9%

4.1%

6.0%

6.2%

5.8%

6.0%

5.2%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①安否確認の声かけ

②趣味などの話し相手

③相談相手

④買い物の手伝い

⑤ごみ出し

⑥外出の手助け

⑦家の前などの掃除

⑧短時間のこどもの預かり

⑨こどもの送り迎え

⑩こどもの通学路の見守り

⑪高齢者などの介護や介助

⑫緊急時の手助け

⑬防犯のための巡回

できる ときどき

できる

できない 無回答
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上段：度数　下段：比率

項目

で
き
る

と
き
ど
き

で
き
る

で
き
な
い

無
回
答

合
計

310 397 242 38 987

31.4% 40.2% 24.5% 3.9% 100.0%

129 399 407 52 987

13.1% 40.4% 41.2% 5.3% 100.0%

98 337 496 56 987

9.9% 34.1% 50.3% 5.7% 100.0%

89 299 541 58 987

9.0% 30.3% 54.8% 5.9% 100.0%

168 358 416 45 987

17.0% 36.3% 42.1% 4.6% 100.0%

47 209 673 58 987

4.8% 21.2% 68.2% 5.9% 100.0%

216 410 321 40 987

21.9% 41.5% 32.5% 4.1% 100.0%

29 139 760 59 987

2.9% 14.1% 77.0% 6.0% 100.0%

25 134 767 61 987

2.5% 13.6% 77.7% 6.2% 100.0%

58 263 609 57 987

5.9% 26.6% 61.7% 5.8% 100.0%

23 169 736 59 987

2.3% 17.1% 74.6% 6.0% 100.0%

205 413 318 51 987

20.8% 41.8% 32.2% 5.2% 100.0%

53 312 568 54 987

5.4% 31.6% 57.5% 5.5% 100.0%

⑥外出の手助け

①安否確認の声かけ

②趣味などの話し相手

③相談相手

④買い物の手伝い

⑤ごみ出し

⑬防犯のための巡回

⑦家の前などの掃除

⑧短時間のこどもの預かり

⑨こどもの送り迎え

⑩こどもの通学路の見守り

⑪高齢者などの介護や介助

⑫緊急時の手助け
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問 14 あなたは、どのような手助けや支援を受けたいですか。（各項目の該当にひとつ○） 

地域の身近な人から受けたい支援について、「受けたい」「ときには受けたい」を合わせた『受けた

い』では、「⑫緊急時の手助け」が 65.9%と最も多く、次いで「⑬防犯のための巡回」が 56.3%、「①安

否確認の声かけ」が 53.8%となっています。 

一方、「受ける必要はない」では、「⑨こどもの送り迎え」が 85.5%と最も多く、次いで「⑧短時間

のこどもの預かり」が 85.1%、「⑥外出の手助け」が 79.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.3%

3.7%

3.5%

3.1%

3.0%

2.5%

2.7%

0.7%

0.6%

4.5%

5.2%

22.4%

15.7%

40.5%

28.0%

28.3%

15.5%

14.2%

11.9%

16.8%

6.3%

5.6%

8.4%

19.6%

43.5%

40.6%

41.4%

62.2%

61.6%

75.1%

77.0%

79.7%

74.5%

85.1%

85.5%

78.5%

68.4%

29.5%

38.2%

4.8%

6.1%

6.6%

6.3%

5.8%

5.9%

6.0%

7.9%

8.3%

8.6%

6.9%

4.7%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①安否確認の声かけ

②趣味などの話し相手

③相談相手

④買い物の手伝い

⑤ごみ出し

⑥外出の手助け

⑦家の前などの掃除

⑧短時間のこどもの預かり

⑨こどもの送り迎え

⑩こどもの通学路の見守り

⑪高齢者などの介護や介助

⑫緊急時の手助け

⑬防犯のための巡回

受けたい ときには

受けたい

受ける

必要はない

無回答
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上段：度数　下段：比率

項目

受
け
た
い

と
き
に
は

受
け
た
い

受
け
る

必
要
は
な
い

無
回
答

合
計

131 400 409 47 987

13.3% 40.5% 41.4% 4.8% 100.0%

37 276 614 60 987

3.7% 28.0% 62.2% 6.1% 100.0%

35 279 608 65 987

3.5% 28.3% 61.6% 6.6% 100.0%

31 153 741 62 987

3.1% 15.5% 75.1% 6.3% 100.0%

30 140 760 57 987

3.0% 14.2% 77.0% 5.8% 100.0%

25 117 787 58 987

2.5% 11.9% 79.7% 5.9% 100.0%

27 166 735 59 987

2.7% 16.8% 74.5% 6.0% 100.0%

7 62 840 78 987

0.7% 6.3% 85.1% 7.9% 100.0%

6 55 844 82 987

0.6% 5.6% 85.5% 8.3% 100.0%

44 83 775 85 987

4.5% 8.4% 78.5% 8.6% 100.0%

51 193 675 68 987

5.2% 19.6% 68.4% 6.9% 100.0%

221 429 291 46 987

22.4% 43.5% 29.5% 4.7% 100.0%

155 401 377 54 987

15.7% 40.6% 38.2% 5.5% 100.0%

⑥外出の手助け

①安否確認の声かけ

②趣味などの話し相手

③相談相手

④買い物の手伝い

⑤ごみ出し

⑬防犯のための巡回

⑦家の前などの掃除

⑧短時間のこどもの預かり

⑨こどもの送り迎え

⑩こどもの通学路の見守り

⑪高齢者などの介護や介助

⑫緊急時の手助け
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問 15 あなたや、あなたの住んでいる身近な地域の中で課題や問題と思うものは何ですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

地域の中で課題や問題と感じているものについては、「緊急時、災害時の対応体制がわからない」が

39.3%と最も多く、次いで「物価高騰により経済的に生活が苦しい/物価高騰で生活が苦しいと聴くこ

とが増えている」が 29.5%、「福祉保健サービスについて知らない」が 27.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.9%

39.3%

17.4%

22.6%

23.2%

2.7%

10.1%

2.9%

7.7%

1.8%

23.3%

20.9%

9.0%

12.5%

6.4%

11.9%

27.9%

4.4%

5.2%

29.5%

16.5%

3.5%

3.4%

0% 20% 40% 60%

あいさつをしない人が多い

緊急時、災害時の対応体制がわからない

犯罪の増加

交通マナーの乱れ

ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ

地域でのこどもの見守りがされていない

地域での高齢者の見守りがされていない

子育てに悩んでいる人がいる/子育てに悩んでいる

困っていることを相談できない人がいる

/困っていることを相談できない

こどもや高齢者、障害者に対する虐待を見聞きする/

虐待されている/虐待してしまう

隣近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の活動が不活発である

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

地域から孤立している人がいる/地域から孤立している

気がする

障害に関する情報や障害のある人に対する理解が

不足している

福祉保健サービスについて知らない

健康に対する意識が低い

生活に困っている/生活に困っている人を

見たり聞いたりする

物価高騰により経済的に生活が苦しい/物価高騰で

生活が苦しいと聴くことが増えている

特にない

その他

無回答
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項目 度数 比率

あいさつをしない人が多い 157 15.9%

緊急時、災害時の対応体制がわからない 388 39.3%

犯罪の増加 172 17.4%

交通マナーの乱れ 223 22.6%

ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ 229 23.2%

地域でのこどもの見守りがされていない 27 2.7%

地域での高齢者の見守りがされていない 100 10.1%

子育てに悩んでいる人がいる/子育てに悩んでいる 29 2.9%

困っていることを相談できない人がいる
/困っていることを相談できない

76 7.7%

こどもや高齢者、障害者に対する虐待を見聞きする/
虐待されている/虐待してしまう

18 1.8%

隣近所との交流が少ない 230 23.3%

世代間の交流が少ない 206 20.9%

地域の活動が不活発である 89 9.0%

地域の中で気軽に集まれる場が少ない 123 12.5%

地域から孤立している人がいる/地域から孤立している
気がする

63 6.4%

障害に関する情報や障害のある人に対する理解が
不足している

117 11.9%

福祉保健サービスについて知らない 275 27.9%

健康に対する意識が低い 43 4.4%

生活に困っている/生活に困っている人を
見たり聞いたりする

51 5.2%

物価高騰により経済的に生活が苦しい/物価高騰で
生活が苦しいと聴くことが増えている

291 29.5%

特にない 163 16.5%

その他 35 3.5%

無回答 34 3.4%

回答者数 987
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問 16 あなたは、地域の課題に関心をお持ちですか。（該当にひとつ○） 

地域の課題に関心があるかについては、「とても関心がある」「ある程度関心がある」を合わせた

『関心がある』が 61.1%となっています。 

一方、「あまり関心がない」「まったく関心がない」を合わせた『関心がない』が 37.7%となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、地域での支え合いや孤立死の防止などのために、自治会・町内会・区会を単位

とした支援者が必要な個人情報を共有することについてどのように思いますか。（該当に

ひとつ○）※本人の事前の同意を前提としています。 

支援者が必要な個人情報を共有することについては、「必要であれば共有してもよい」が 60.7%と最

も多く、次いで「あまり共有したくない」が 19.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.8%

56.3%

32.8%

4.9%

1.2%

0% 20% 40% 60%

とても関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

まったく関心がない

無回答

項目 度数 比率

とても関心がある 47 4.8%

ある程度関心がある 556 56.3%

あまり関心がない 324 32.8%

まったく関心がない 48 4.9%

無回答 12 1.2%

合計 987 100.0%

4.8%

60.7%

19.9%

2.8%

10.4%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

積極的に共有すべき

必要であれば共有してもよい

あまり共有したくない

一切共有すべきではない

わからない

無回答

項目 度数 比率

積極的に共有すべき 47 4.8%

必要であれば共有してもよい 599 60.7%

あまり共有したくない 196 19.9%

一切共有すべきではない 28 2.8%

わからない 103 10.4%

無回答 14 1.4%

合計 987 100.0%
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問 18 あなたが不安に感じていることや、悩み事を相談する場合、誰（どこ）に相談しますか。

もしくは、相談したいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

不安に感じていることや、悩み事の相談先については、「家族・親戚」が 82.7%と最も多く、次いで

「友人・知人」が 49.1%、「市職員・市の相談機関」が 15.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

家族・親戚 816 82.7%

友人・知人 485 49.1%

近所の人や自治会・町内会・区会の役員 84 8.5%

民生委員・児童委員 62 6.3%

職場の上司・同僚 99 10.0%

市職員・市の相談機関 150 15.2%

国や県の相談機関 52 5.3%

社会福祉協議会 40 4.1%

地域包括支援センター 133 13.5%

障害者生活支援センター 25 2.5%

医師 150 15.2%

介護支援専門員 63 6.4%

いない 40 4.1%

その他 22 2.2%

無回答 10 1.0%

回答者数 987

82.7%

49.1%

8.5%

6.3%

10.0%

15.2%

5.3%

4.1%

13.5%

2.5%

15.2%

6.4%

4.1%

2.2%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親戚

友人・知人

近所の人や自治会・町内会・区会の役員

民生委員・児童委員

職場の上司・同僚

市職員・市の相談機関

国や県の相談機関

社会福祉協議会

地域包括支援センター

障害者生活支援センター

医師

介護支援専門員

いない

その他

無回答
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③地域活動・ボランティア活動（無償・有償）について 

問 19 あなたは、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動などに参加

していますか。（該当にひとつ○） 

地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する支援活動への参加状況については、「参加したこ

とはない」が 63.1%と最も多く、次いで「参加したことはあるが、現在はほとんど参加していない」が

18.6%、「現在、継続的に参加している」が 8.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.3%

7.7%

18.6%

63.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80%

現在、継続的に参加している

たまに、参加することがある

参加したことはあるが、現在はほとんど参加していない

参加したことはない

無回答

項目 度数 比率

現在、継続的に参加している 82 8.3%

たまに、参加することがある 76 7.7%

参加したことはあるが、現在はほとんど参加していない 184 18.6%

参加したことはない 623 63.1%

無回答 22 2.2%

合計 987 100.0%
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問 19 で「現在、継続的に参加している」「たまに、参加することがある」「参加したことはあるが、現在はほ
とんど参加していない」を選んだ方にうかがいます 

問 19－1 どんな地域活動やボランティア活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

地域活動やボランティア活動の内容については、「地域を元気にする活動（自治会・町内会・区会で

の行事や交流活動など）」が 50.6%と最も多く、次いで「周辺環境を整備する活動（道路・公園の清掃、

リサイクルなど）」が 33.0%、「地域の安全を守る活動（防犯パトロール、学童登下校見守りなど）」が

19.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.6%

3.5%

9.1%

7.0%

11.4%

17.0%

33.0%

19.9%

5.3%

8.5%

3.2%

0% 20% 40% 60%

地域を元気にする活動

子育てを支援する活動

高齢者を支援する活動

障害のある人を支援する活動

児童の健全育成の活動

特技や趣味を活かした交流活動

周辺環境を整備する活動

地域の安全を守る活動

災害時の支援などの活動

その他

無回答

項目 度数 比率

地域を元気にする活動
（自治会・町内会・区会での行事や交流活動など）

173 50.6%

子育てを支援する活動
（子育て交流会や児童の一時預かりなど）

12 3.5%

高齢者を支援する活動
（家事援助、話し相手、見守り、外出付き添いなど）

31 9.1%

障害のある人を支援する活動
（手話、点字、要約筆記、軽介助、外出付き添いなど）

24 7.0%

児童の健全育成の活動
（スポーツの指導、子ども会の活動など）

39 11.4%

特技や趣味を活かした交流活動
（手芸、調理、農作業、スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など）

58 17.0%

周辺環境を整備する活動
（道路・公園の清掃、リサイクルなど）

113 33.0%

地域の安全を守る活動
（防犯パトロール、学童登下校見守りなど）

68 19.9%

災害時の支援などの活動
（物資の寄付、復興支援、災害時要援護者の見守りなど）

18 5.3%

その他 29 8.5%

無回答 11 3.2%

回答者数 342
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問 19 で「参加したことはない」を選んだ方にうかがいます 

問 19－2 活動していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

活動していない理由については、「勤務などの都合で機会がないから」が 33.2%と最も多く、次いで

「時間がないから」が 31.3%、「参加方法がわからないから」が 21.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.7%

33.2%

21.0%

31.3%

19.4%

4.0%

0.3%

19.7%

14.1%

12.8%

7.9%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40%

自治会・町内会・区会などの組織に入っていないから

勤務などの都合で機会がないから

参加方法がわからないから

時間がないから

興味がないから

経済的な負担が大きいから

家族の理解が得られないから

体調がすぐれないから

一緒に活動する仲間がいないから

わずらわしいから

その他

無回答

項目 度数 比率

自治会・町内会・区会などの組織に入っていないから 73 11.7%

勤務などの都合で機会がないから 207 33.2%

参加方法がわからないから 131 21.0%

時間がないから 195 31.3%

興味がないから 121 19.4%

経済的な負担が大きいから 25 4.0%

家族の理解が得られないから 2 0.3%

体調がすぐれないから 123 19.7%

一緒に活動する仲間がいないから 88 14.1%

わずらわしいから 80 12.8%

その他 49 7.9%

無回答 23 3.7%

回答者数 623
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問 19 で「参加したことはない」を選んだ方にうかがいます 

問19－3 どのような条件であれば、活動・参加したいと思いますか。（あてはまるものすべてに

○） 

活動・参加したいと思う条件では、「気軽に参加できる」が 32.4%と最も多く、次いで「活動時間や

曜日が自由」が 28.4%、「身近なところで活動できる」が 21.3%、「身体的な負担が少ない」が 21.2%と

なっています。 

一方、「特にない」は、27.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.6%

11.1%

21.3%

28.4%

32.4%

11.2%

6.4%

21.2%

17.8%

27.4%

4.2%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40%

活動情報の提供がある

友人などと一緒に参加できる

身近なところで活動できる

活動時間や曜日が自由

気軽に参加できる

適切な指導者やリーダーがいる

特技や知識が活かせる

身体的な負担が少ない

経済的な負担が少ない

特にない

その他

無回答

項目 度数 比率

活動情報の提供がある 91 14.6%

友人などと一緒に参加できる 69 11.1%

身近なところで活動できる 133 21.3%

活動時間や曜日が自由 177 28.4%

気軽に参加できる 202 32.4%

適切な指導者やリーダーがいる 70 11.2%

特技や知識が活かせる 40 6.4%

身体的な負担が少ない 132 21.2%

経済的な負担が少ない 111 17.8%

特にない 171 27.4%

その他 26 4.2%

無回答 58 9.3%

回答者数 623
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問 20 あなたの趣味や特技を教えてください。（あてはまるものすべてに〇） 

趣味や特技については、「読書、音楽鑑賞など」が 24.7%と最も多く、次いで「農業、園芸など」「ス

ポーツ、スポーツ指導など」がともに 16.9%となっています。 

一方、「特にない」は、22.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16.9%

6.1%

3.4%

8.9%

3.1%

16.3%

7.8%

5.0%

14.2%

24.7%

2.6%

16.9%

9.9%

22.9%

3.6%

0% 10% 20% 30%

農業、園芸など

大工、リフォーム作業など

介護、看護など

調理、うどん・そば打ちなど

経理、会計など

パソコン、インターネットなど

デザイン、スケッチ、絵画・絵画鑑賞など

書道、華道、俳句、川柳など

楽器、カラオケなど

読書、音楽鑑賞など

学習指導など

スポーツ、スポーツ指導など

その他

特にない

無回答

項目 度数 比率

農業、園芸など 167 16.9%

大工、リフォーム作業など 60 6.1%

介護、看護など 34 3.4%

調理、うどん・そば打ちなど 88 8.9%

経理、会計など 31 3.1%

パソコン、インターネットなど 161 16.3%

デザイン、スケッチ、絵画・絵画鑑賞など 77 7.8%

書道、華道、俳句、川柳など 49 5.0%

楽器、カラオケなど 140 14.2%

読書、音楽鑑賞など 244 24.7%

学習指導など 26 2.6%

スポーツ、スポーツ指導など 167 16.9%

その他 98 9.9%

特にない 226 22.9%

無回答 36 3.6%

回答者数 987
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問 21 あなたは、今後、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動など

に、どの程度参加していきたいと考えていますか。（該当にひとつ○） 

今後、地域活動やボランティア活動に参加していきたいと思うかについては、「機会があれば、参加

してもよい」が 34.2%と最も多く、次いで「あまり参加したくない」が 20.4%、「参加することができな

い」が 18.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0%

5.9%

34.2%

20.4%

18.3%

15.8%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40%

積極的に、参加していきたい

できるだけ参加していきたい

機会があれば、参加してもよい

あまり参加したくない

参加することができない

参加するつもりはない

無回答

項目 度数 比率

積極的に、参加していきたい 20 2.0%

できるだけ参加していきたい 58 5.9%

機会があれば、参加してもよい 338 34.2%

あまり参加したくない 201 20.4%

参加することができない 181 18.3%

参加するつもりはない 156 15.8%

無回答 33 3.3%

合計 987 100.0%
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問 21 で「積極的に、参加していきたい」「できるだけ参加していきたい」「機会があれば、参加してもよい」
を選んだ方にうかがいます 

問 21－1 あなたが今後参加してみたい地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種

の支援活動は何ですか。（○は３つまで） 

今後参加してみたい支援活動については、「特技や趣味を活かした交流活動（手芸、調理、農作業、

スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など）」が 33.9%と最も多く、次いで「地域を元気にする活動（自

治会・町内会・区会での交流活動など）」が 31.3%、「周辺環境を整備する活動（道路・公園の清掃、リ

サイクルなど）」が 27.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.3%

10.1%

22.4%

8.2%

11.3%

33.9%

27.2%

17.3%

19.0%

1.7%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40%

地域を元気にする活動

子育てを支援する活動

高齢者を支援する活動

障害のある人を支援する活動

児童の健全育成の活動

特技や趣味を活かした交流活動

周辺環境を整備する活動

地域の安全を守る活動

災害時の支援などの活動

その他

無回答

項目 度数 比率

地域を元気にする活動
（自治会・町内会・区会での交流活動など）

130 31.3%

子育てを支援する活動
（子育て交流会や児童の一時預かりなど）

42 10.1%

高齢者を支援する活動
（家事援助、話し相手、見守り、外出付き添いなど）

93 22.4%

障害のある人を支援する活動
（手話、点字、要約筆記、軽介助、外出付き添いなど）

34 8.2%

児童の健全育成の活動
（スポーツの指導、子ども会の活動など）

47 11.3%

特技や趣味を活かした交流活動
（手芸、調理、農作業、スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など）

141 33.9%

周辺環境を整備する活動
（道路・公園の清掃、リサイクルなど）

113 27.2%

地域の安全を守る活動
（防犯パトロールなど）

72 17.3%

災害時の支援などの活動
（物資の寄付、復興支援、災害時要援護者の見守りなど）

79 19.0%

その他 7 1.7%

無回答 11 2.6%

回答者数 416
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問 22 地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重要だと

思いますか。（○は３つまで） 

地域における助け合い、支え合い活動を活発にするために重要だと思う事については、「地域におけ

る福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする」が 32.6%と最も多く、次いで「困っている人や、助け合

いの場や組織についての情報を得やすくする」が 30.9%、「地域でボランティアなどの活動の拠点とな

る場を整備する」が 22.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32.6%

22.5%

16.1%

16.8%

18.8%

21.0%

30.9%

8.0%

15.9%

3.2%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40%

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う

ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育成する

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する

困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする

介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

その他

無回答

項目 度数 比率

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする 322 32.6%

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する 222 22.5%

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う 159 16.1%

ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育成する 166 16.8%

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る 186 18.8%

困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する 207 21.0%

困っている人や、助け合いの場や組織についての情報を得やすくする 305 30.9%

介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う 79 8.0%

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する 157 15.9%

その他 32 3.2%

無回答 127 12.9%

回答者数 987
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④防災活動について 

問 23 あなたは日ごろから地域の防災訓練に参加していますか。（該当にひとつ○） 

地域の防災訓練への参加については、「いいえ（防災訓練は実施されている）」が 32.0%と最も多く、

次いで「いいえ（防災訓練が実施されていない）」が 29.4%、「わからない」が 22.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 24 あなたの世帯は地域の自主防災組織（自治会・町内会・区会などを母体に、地域の住民が

防災活動をする組織）に入っていますか。（該当にひとつ○） 

地域の自主防災組織に入っているかについては、「はい」が 27.3%、「いいえ」が 35.4%、「わからな

い」が 35.9%と最も多く、次いでとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.4%

32.0%

29.4%

22.5%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40%

はい

いいえ（防災訓練は実施されている）

いいえ（防災訓練が実施されていない）

わからない

無回答

項目 度数 比率

はい 132 13.4%

いいえ（防災訓練は実施されている） 316 32.0%

いいえ（防災訓練が実施されていない） 290 29.4%

わからない 222 22.5%

無回答 27 2.7%

合計 987 100.0%

項目 度数 比率

はい 269 27.3%

いいえ 349 35.4%

わからない 354 35.9%

無回答 15 1.5%

合計 987 100.0%

27.3%

35.4%

35.9%

1.5%

0% 20% 40% 60%

はい

いいえ

わからない

無回答
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問 24 で「いいえ」または「わからない」を選んだ方にうかがいます 

問 24－1 今後、あなたの世帯は地域の自主防災組織に入りたいと思いますか。（該当にひとつ

○） 

今後、地域の自主防災組織に入りたいと思うかについては、「はい」が 12.5%、「いいえ」が 34.1%、

「わからない」が 51.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 25 地震や火災などの災害時に住民同士が協力し合えるためには、どのようなことが必要だと

思いますか。（○は３つまで） 

地震や火災などの災害時に住民同士が協力し合えるために必要だと思うことについては、「一人で避

難できない高齢者などのそれぞれの支援計画を地域のみんなで考える」が 46.4%と最も多く、次いで

「福祉サービス事業者や行政との連携」が 31.7%、「地域での定期的な防災訓練」が 30.9%となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.5%

34.1%

51.1%

2.3%

0% 20% 40% 60%

はい

いいえ

わからない

無回答

項目 度数 比率

はい 88 12.5%

いいえ 240 34.1%

わからない 359 51.1%

無回答 16 2.3%

回答者数 703 100.0%

46.4%

26.0%

30.9%

14.7%

31.7%

2.2%

8.4%

6.4%

0% 20% 40% 60%

一人で避難できない高齢者などのそれぞれの

支援計画を地域のみんなで考える

地域での自主防災組織づくり

地域での定期的な防災訓練

地域での勉強会

福祉サービス事業者や行政との連携

その他

特にないと思う

無回答

項目 度数 比率

一人で避難できない高齢者などのそれぞれの
支援計画を地域のみんなで考える

458 46.4%

地域での自主防災組織づくり 257 26.0%

地域での定期的な防災訓練 305 30.9%

地域での勉強会 145 14.7%

福祉サービス事業者や行政との連携 313 31.7%

その他 22 2.2%

特にないと思う 83 8.4%

無回答 63 6.4%

回答者数 987
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問 26 あなたは、「避難行動要支援者名簿への登録」を知っていましたか。市では、平時から自

主避難が難しいと思われる災害弱者の名簿を作成し、避難支援にあたる消防や警察、情

報提供に同意された方については自主防災会などに事前に提供することで、災害時の避

難支援などを円滑に行っています。（該当にひとつ○） 

「避難行動要支援者名簿への登録」の認知については、「知っていた」が 8.6%、「知らなかった」が

88.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.6%

88.4%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた

知らなかった

無回答

項目 度数 比率

知っていた 85 8.6%

知らなかった 873 88.4%

無回答 29 2.9%

合計 987 100.0%
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⑤日常生活での交通手段について 

問 27 あなたは、ふだん買い物（日常の食品などの購入）や通院、公共施設などを利用する際

に、どのような交通手段を利用しますか。（あてはまるものすべてに○） 

ふだんの買い物（日常の食品などの購入）や通院、公共施設などを利用する際の交通手段について

は、「自動車（家族や施設の送迎車を含む）」が 63.8%と最も多く、次いで「徒歩」が 53.5%、「自転車」

が 45.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

53.5%

45.8%

63.8%

23.0%

20.4%

11.1%

9.9%

0.1%

2.8%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩

自転車

自動車（家族や施設の送迎車を含む）

鉄道

バス（民間の路線バス）

バス（市内循環バス"ぐるっとくん"）

タクシー（福祉タクシーを含む）

電動車いす

その他

無回答

項目 度数 比率

徒歩 528 53.5%

自転車 452 45.8%

自動車（家族や施設の送迎車を含む） 630 63.8%

鉄道 227 23.0%

バス（民間の路線バス） 201 20.4%

バス（市内循環バス"ぐるっとくん"） 110 11.1%

タクシー（福祉タクシーを含む） 98 9.9%

電動車いす 1 0.1%

その他 28 2.8%

無回答 6 0.6%

回答者数 987
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問 28 あなたは、ふだん買い物（日常の食品などの購入）や通院、公共施設などを利用する際の

移動手段について、不便だと感じることがありますか。（該当にひとつ○） 

ふだんの買い物（日常の食品などの購入）や通院、公共施設などを利用する際の移動手段で不便だ

と感じるこがあるかについては、「ある」が 17.8%、「ない」が 65.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28 で「ある」または「たまにある」を選んだ方にうかがいます 

問 28－1 不便だと感じることはどのようなことですか。ご自由にお書きください。 

※調整中 

 

問 29 あなたは、買い物をする際、店に行って直接購入する方法と、注文して届けてもらう方法

（ネット販売や近くの商店からの宅配）のうち、どちらを選びますか。（該当にひとつ

○） 

買い物をする方法については、「店に行って購入する」が 63.2%と最も多く、次いで「その都度異な

る」が 29.8%、「注文して届けてもらう」が 5.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.8%

13.4%

65.8%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

ある

たまにある

ない

無回答

項目 度数 比率

ある 176 17.8%

たまにある 132 13.4%

ない 649 65.8%

無回答 30 3.0%

合計 987 100.0%

63.2%

5.0%

29.8%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

店に行って購入する

注文して届けてもらう

その都度異なる

無回答

項目 度数 比率

店に行って購入する 624 63.2%

注文して届けてもらう 49 5.0%

その都度異なる 294 29.8%

無回答 20 2.0%

合計 987 100.0%
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⑥福祉サービスについて 

問 30 あなたやあなたの家族は、どの福祉サービスを利用していますか（したことがあります

か）。（あてはまるものすべてに○） 

利用している福祉サービスについては、「高齢者支援に関するサービス」が 21.6%と最も多く、次い

で、「障害者支援に関するサービス」が 8.6%となっています。 

一方、「利用していない（したことがない）」は 60.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 度数 比率

高齢者支援に関するサービス 213 21.6%

障害者支援に関するサービス 85 8.6%

子育て支援に関するサービス 58 5.9%

健康づくりに関するサービス 35 3.5%

生活困窮支援に関するサービス 24 2.4%

その他 13 1.3%

利用していない（したことがない） 597 60.5%

無回答 39 4.0%

回答者数 987

21.6%

8.6%

5.9%

3.5%

2.4%

1.3%

60.5%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

高齢者支援に関するサービス

障害者支援に関するサービス

子育て支援に関するサービス

健康づくりに関するサービス

生活困窮支援に関するサービス

その他

利用していない（したことがない）

無回答
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問 31 あなたは、ふだん福祉サービスに関する情報をどこから入手していますか。（あてはまる

ものすべてに○） 

福祉サービスに関する情報の入手方法については、「市の広報紙、チラシなど」が 49.6%と最も多く、

次いで「インターネット」が 16.8%、「社会福祉協議会などの広報紙、チラシなど」が 13.7%となってい

ます。 

一方、「入手していない」が 23.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

49.6%

13.7%

2.6%

16.8%

10.8%

6.4%

11.3%

10.1%

10.5%

7.5%

2.0%

12.3%

6.5%

0.9%

23.5%

2.2%

0% 20% 40% 60%

市の広報紙、チラシなど

社会福祉協議会などの広報紙、チラシなど

市や社会福祉協議会の公式SNS

インターネット

新聞・テレビ・ラジオ

民生委員・児童委員

自治会・町内会・区会や老人クラブなど

友人・知人

家族・親戚

地域包括支援センター

障害者生活支援センター

ケアマネジャー、保健師などの保健福祉関係者

医師など医療関係者

その他

入手していない

無回答

項目 度数 比率

市の広報紙、チラシなど 490 49.6%

社会福祉協議会などの広報紙、チラシなど 135 13.7%

市や社会福祉協議会の公式SNS 26 2.6%

インターネット 166 16.8%

新聞・テレビ・ラジオ 107 10.8%

民生委員・児童委員 63 6.4%

自治会・町内会・区会や老人クラブなど 112 11.3%

友人・知人 100 10.1%

家族・親戚 104 10.5%

地域包括支援センター 74 7.5%

障害者生活支援センター 20 2.0%

ケアマネジャー、保健師などの保健福祉関係者 121 12.3%

医師など医療関係者 64 6.5%

その他 9 0.9%

入手していない 232 23.5%

無回答 22 2.2%

回答者数 987
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問 32 あなたは、保健・福祉について、どんな情報を充実してほしいと思いますか。（あてはま

るものすべてに○） 

保健・福祉について充実してほしい情報では、「高齢者や障害者サービスの情報」が 49.2%と最も多

く、次いで「介護サービスなどの情報」が 39.8%、「健康づくりに関する情報」が 36.6%となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.6%

14.3%

49.2%

39.8%

10.9%

10.6%

3.0%

6.3%

0% 20% 40% 60%

健康づくりに関する情報

子育てについての情報

高齢者や障害者サービスの情報

介護サービスなどの情報

生活困窮支援に関する情報

ボランティア活動についての情報

その他

無回答

項目 度数 比率

健康づくりに関する情報 361 36.6%

子育てについての情報 141 14.3%

高齢者や障害者サービスの情報 486 49.2%

介護サービスなどの情報 393 39.8%

生活困窮支援に関する情報 108 10.9%

ボランティア活動についての情報 105 10.6%

その他 30 3.0%

無回答 62 6.3%

回答者数 987
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⑦社会福祉協議会について 

問 33 あなたは、「上尾市社会福祉協議会」を知っていますか。（該当にひとつ○） 

「上尾市社会福祉協議会」の認知については、「知っている」が 48.7%、「知らない」が 50.2%となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 33 で「知っている」を選んだ方にうかがいます 

問33－1 「上尾市社会福祉協議会」のことは何で知りましたか。（あてはまるものすべてに○） 

「上尾市社会福祉協議会」の認知経路については、「社会福祉協議会広報紙「あげお社協だより」」

が 80.2%と最も多く、次いで「各種募金・社協会費の募集を通じて」が 20.6%、「社協支部広報紙「支部

だより」」が 16.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

48.7%

50.2%

1.1%

0% 20% 40% 60%

知っている

知らない

無回答

項目 度数 比率

知っている 481 48.7%

知らない 495 50.2%

無回答 11 1.1%

合計 987 100.0%

80.2%

16.8%

4.4%

0.2%

9.4%

20.6%

8.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会福祉協議会広報紙「あげお社協だより」

社協支部広報紙「支部だより」

ホームページ

公式SNS

関係機関（行政等）からの紹介

各種募金・社協会費の募集を通じて

その他

無回答

項目 度数 比率

社会福祉協議会広報紙「あげお社協だより」 386 80.2%

社協支部広報紙「支部だより」 81 16.8%

ホームページ 21 4.4%

公式SNS 1 0.2%

関係機関（行政等）からの紹介 45 9.4%

各種募金・社協会費の募集を通じて 99 20.6%

その他 41 8.5%

無回答 14 2.9%

回答者数 481
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問 33 で「知っている」を選んだ方にうかがいます 

問 33－2 上尾市社会福祉協議会の事業で、あなたが知っているものはどれですか。（あてはま

るものすべてに○） 

上尾市社会福祉協議会の事業で、認知しているものについては、「日赤募金・共同募金（赤い羽根・

歳末助けあい募金）」が 82.5%と最も多く、次いで「老人福祉センター「ことぶき荘」の運営・管理」

が 23.9%、「上尾市障害福祉サービス事業所「かしの木園」の運営・管理」が 18.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

82.5%

23.9%

10.0%

11.9%

8.9%

10.2%

7.5%

16.0%

8.5%

18.9%

6.7%

7.5%

6.4%

8.5%

10.6%

16.0%

7.9%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日赤募金・共同募金（赤い羽根・歳末助けあい募金）

老人福祉センター「ことぶき荘」の運営・管理

あったか見守りサービス事業の実施

ボランティアセンター・ボランテアビューローの運営

ファミリー・サポート・センター事業の実施

リフト付車両の運行・貸出

手話通訳者の派遣

ホームヘルパーの派遣

地域活動支援センター「ふれあいハウス」の運営・管理

上尾市障害福祉サービス事業所「かしの木園」の運営・管理

上尾西地域福祉センター「ほほえみ」の運営・管理

成年後見センター事業

日常生活自立支援事業（あんしんサポートねっと）の実施

生活福祉資金・上尾市福祉資金の貸付

福祉機器のリサイクル及び貸し出し

世帯個人会員加入

心配ごと相談事業

無回答

項目 度数 比率

日赤募金・共同募金（赤い羽根・歳末助けあい募金） 397 82.5%

老人福祉センター「ことぶき荘」の運営・管理 115 23.9%

あったか見守りサービス事業の実施 48 10.0%

ボランティアセンター・ボランテアビューローの運営 57 11.9%

ファミリー・サポート・センター事業の実施 43 8.9%

リフト付車両の運行・貸出 49 10.2%

手話通訳者の派遣 36 7.5%

ホームヘルパーの派遣 77 16.0%

地域活動支援センター「ふれあいハウス」の運営・管理 41 8.5%

上尾市障害福祉サービス事業所「かしの木園」の運営・管理 91 18.9%

上尾西地域福祉センター「ほほえみ」の運営・管理 32 6.7%

成年後見センター事業 36 7.5%

日常生活自立支援事業（あんしんサポートねっと）の実施 31 6.4%

生活福祉資金・上尾市福祉資金の貸付 41 8.5%

福祉機器のリサイクル及び貸し出し 51 10.6%

世帯個人会員加入 77 16.0%

心配ごと相談事業 38 7.9%

無回答 34 7.1%

回答者数 481
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問 34 あなたは、上尾市社会福祉協議会に対してどのような活動や支援を期待しますか。（○は

３つまで。その中で最も重視する項目には◎をつけてください） 

上尾市社会福祉協議会に対して期待する活動や支援については、「気軽に相談できる福祉相談窓口の

充実」が 42.2%と最も多く、次いで「福祉サービスの利用支援（相談・支援）」が 35.4%、「福祉サービ

スに関する情報発信の充実」が 28.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.6%

22.2%

5.1%

9.8%

18.7%

42.2%

35.4%

28.4%

1.1%

15.8%

5.7%

0% 20% 40% 60%

住民参加型在宅福祉サービスの充実

住民による見守りや支え合い活動への支援

共同募金と寄付文化の醸成

ボランティア活動と福祉教育の推進

災害ボランティア活動の担い手、推進の仕組みづくり

気軽に相談できる福祉相談窓口の充実

福祉サービスの利用支援（相談・支援）

福祉サービスに関する情報発信の充実

その他

特にない

無回答

項目 度数 比率

住民参加型在宅福祉サービスの充実 144 14.6%

住民による見守りや支え合い活動への支援 219 22.2%

共同募金と寄付文化の醸成 50 5.1%

ボランティア活動と福祉教育の推進 97 9.8%

災害ボランティア活動の担い手、推進の仕組みづくり 185 18.7%

気軽に相談できる福祉相談窓口の充実 417 42.2%

福祉サービスの利用支援（相談・支援） 349 35.4%

福祉サービスに関する情報発信の充実 280 28.4%

その他 11 1.1%

特にない 156 15.8%

無回答 56 5.7%

回答者数 987
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⑧上尾市と上尾市社会福祉協議会の取り組みについて 

問 35 次の項目の現在の満足度と今後の重要度はどれにあたりますか（各項目の該当にひとつ

○）地域における取り組みについて、現在の状況と今後の期待度はどれにあたります

か。（それぞれひとつだけ○）地域における取り組みについて、現在の状況と今後の期待

度はどれにあたりますか。（それぞれひとつだけ○） 

■現在の満足度 

地域における取り組みへの満足度の「満足している」「ほぼ満足している」を合わせた『満足してい

る』では、「⑦隣近所や地域の力による福祉活動のきっかけづくり」が 19.4%と最も多く、次いで

「④誰もが外出しやすい環境づくり」が 18.0%となっています。 

一方、「あまり満足していない」「満足していない」を合わせた『満足していない』では、「④誰もが

外出しやすい環境づくり」が 36.5%と最も多く、次いで「⑤地域における防災機能の強化」が 31.5%と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2%

2.1%

1.2%

2.7%

1.9%

1.2%

1.5%

1.2%

1.8%

13.3%

10.5%

9.0%

15.3%

11.3%

11.8%

17.9%

10.9%

10.6%

14.2%

14.3%

14.5%

20.3%

21.0%

17.2%

18.3%

17.7%

16.9%

6.1%

9.7%

6.4%

16.2%

10.5%

9.6%

8.2%

7.6%

7.6%

55.6%

54.2%

59.2%

37.1%

46.3%

50.8%

44.5%

52.7%

52.6%

8.6%

9.1%

9.7%

8.4%

8.9%

9.4%

9.5%

9.8%

10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる

支え合いの仕組みづくり

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに

よる安全の確保

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

⑦隣近所や地域の力による福祉活動

のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

満足している ほぼ

満足している

あまり

満足していない

満足していない わからない 無回答



Ⅱ 調査結果【１ 市民】 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考 取り組みと具体的な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：度数　下段：比率

項目

満
足
し
て
い
る

ほ
ぼ

満
足
し
て
い
る

あ
ま
り

満
足
し
て
い
な
い

満
足
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

合
計

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

22 131 140 60 549 85 987

2.2% 13.3% 14.2% 6.1% 55.6% 8.6% 100.0%

21 104 141 96 535 90 987

2.1% 10.5% 14.3% 9.7% 54.2% 9.1% 100.0%

12 89 143 63 584 96 987

1.2% 9.0% 14.5% 6.4% 59.2% 9.7% 100.0%

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

27 151 200 160 366 83 987

2.7% 15.3% 20.3% 16.2% 37.1% 8.4% 100.0%

19 112 207 104 457 88 987

1.9% 11.3% 21.0% 10.5% 46.3% 8.9% 100.0%

12 116 170 95 501 93 987

1.2% 11.8% 17.2% 9.6% 50.8% 9.4% 100.0%

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

15 177 181 81 439 94 987

1.5% 17.9% 18.3% 8.2% 44.5% 9.5% 100.0%

12 108 175 75 520 97 987

1.2% 10.9% 17.7% 7.6% 52.7% 9.8% 100.0%

18 105 167 75 519 103 987

1.8% 10.6% 16.9% 7.6% 52.6% 10.4% 100.0%
⑨活動団体への支援

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

①福祉サービスの利用支援

●必要な福祉サービスが受けられる
●わかりやすい、適切な情報を入手できる
●判断能力の不十分な人が適切に制度やサービスが利用でき、
　権利が守られる

②支援をつなぐ仕組みづくり
●困っている人が気軽に相談できる場がある
●困ったときの相談窓口が周知されている
●仕事や生活に困っている人が支援を受けられる

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

●市民や団体が参加しやすい、活動しやすい環境がある
●福祉にかかわる団体が連携して、困っている人を支えている
●地域のボランティアが増え、育成されている

④誰もが外出しやすい環境づくり
●誰もが外出しやすい、利用しやすいまちづくりがすすめられている
●市民が利用しやすい公共交通網が充実している
●高齢者や障害者の移動支援や外出支援、生活支援が充実している

⑤地域における防災機能の強化

●防災に関する情報提供が充実している
●自主防災組織の活動により、地域の防災力向上が　図られている
●防災訓練への参加など、市民意識が醸成されている
●助けが必要な人が、緊急時に素早く避難できるような　連携や体制づくり
　がすすめられている
●災害ボランティアが育成されている

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保

●高齢者や障害者世帯の見守り支援が行われている
●子育て家庭の孤立化防止、ひきこもり防止、虐待防止の取り組みが行われている
●悩みごとを抱えた人が気軽に相談できる場がある
●消費者被害の防止、地域の防犯活動が行われている

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

●普段のあいさつや声かけが行われている
●地域の行事へ積極的に参加している
●地域の活動が活発に行われている
●障害などの福祉に関する教育や啓発が行われている

⑧地域福祉活動の担い手の育成
●みんなが気軽に取り組める健康づくり活動やイベントが行われている
●地域の活動やボランティア活動についての情報が提供されている
●地域の活動や健康づくり、ボランティア活動などに関わる人が増えている

⑨活動団体への支援
●高齢者や障害者、子育て中の人などが、生きがいや　仲間づくりに気軽に
　集まれる場や機会がある
●気軽に集まれる場や機会の情報が提供されている

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】
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■今後の重要度 

今後の取り組みへの重要度の「重要である」「やや重要である」を合わせた『重要である』では、

「④誰もが外出しやすい環境づくり」が 56.3%と最も多く、次いで「⑤地域における防災機能の強化」

が 54.3%、「⑥地域における見守り・声かけによる安全の確保」が 53.5%となっています。 

一方、「あまり重要でない」「重要でない」を合わせた『重要でない』では、「⑧地域福祉活動の担

い手の育成」が 7.9%と最も多く、次いで「⑨活動団体への支援」が 6.6%、「⑦隣近所や地域の力によ

る福祉活動のきっかけづくり」が 6.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.2%

34.4%

23.4%

36.5%

35.6%

29.9%

22.3%

20.3%

21.8%

18.3%

18.1%

23.4%

19.8%

18.7%

23.6%

26.6%

24.9%

23.9%

1.1%

1.6%

4.1%

2.3%

2.2%

1.9%

5.4%

6.7%

5.4%

0.6%

0.7%

0.6%

0.7%

0.9%

1.1%

1.1%

1.2%

1.2%

28.7%

28.4%

31.6%

22.4%

24.7%

26.0%

25.7%

29.4%

29.9%

17.0%

16.7%

16.9%

18.3%

17.8%

17.4%

18.8%

17.5%

17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる

支え合いの仕組みづくり

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに

よる安全の確保

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

⑦隣近所や地域の力による福祉活動

のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

重要である やや

重要である

あまり

重要でない

重要でない わからない 無回答
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上段：度数　下段：比率

項目

重
要
で
あ
る

や
や

重
要
で
あ
る

あ
ま
り

重
要
で
な
い

重
要
で
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

合
計

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

22 131 140 60 549 85 987

2.2% 13.3% 14.2% 6.1% 55.6% 8.6% 100.0%

21 104 141 96 535 90 987

2.1% 10.5% 14.3% 9.7% 54.2% 9.1% 100.0%

12 89 143 63 584 96 987

1.2% 9.0% 14.5% 6.4% 59.2% 9.7% 100.0%

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

27 151 200 160 366 83 987

2.7% 15.3% 20.3% 16.2% 37.1% 8.4% 100.0%

19 112 207 104 457 88 987

1.9% 11.3% 21.0% 10.5% 46.3% 8.9% 100.0%

12 116 170 95 501 93 987

1.2% 11.8% 17.2% 9.6% 50.8% 9.4% 100.0%

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

15 177 181 81 439 94 987

1.5% 17.9% 18.3% 8.2% 44.5% 9.5% 100.0%

12 108 175 75 520 97 987

1.2% 10.9% 17.7% 7.6% 52.7% 9.8% 100.0%

18 105 167 75 519 103 987

1.8% 10.6% 16.9% 7.6% 52.6% 10.4% 100.0%

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保
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問 36 地域での暮らしをより豊かにするためには、どのようなことが必要だと考えますか。（○

は３つまで） 

地域での暮らしを豊かにするために必要だと思うことについては、「必要な情報を入手できる体制の

整備」が 41.9%と最も多く、次いで「バスなどの公共交通手段の整備」が 36.9%、「支援が必要な人への

支援」が 31.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

41.9%

28.3%

14.7%

8.6%

23.2%

36.9%

31.4%

3.6%

24.2%

16.7%

6.4%

14.4%

1.5%

6.9%

0% 20% 40% 60%

必要な情報を入手できる体制の整備

日常生活に関する身近な相談窓口の整備

地域の人が交流できる場の整備

ネットワーク作り、見守り体制の整備

買い物がしやすい環境づくり

バスなどの公共交通手段の整備

支援が必要な人への支援

自主防災組織などの整備

災害時における体制の整備

道路や建物のバリアフリー整備

スポーツや文化教養活動の環境整備

公園や緑地などの自然環境の整備

その他

無回答

項目 度数 比率

必要な情報を入手できる体制の整備 414 41.9%

日常生活に関する身近な相談窓口の整備 279 28.3%

地域の人が交流できる場の整備 145 14.7%

ネットワーク作り、見守り体制の整備 85 8.6%

買い物がしやすい環境づくり 229 23.2%

バスなどの公共交通手段の整備 364 36.9%

支援が必要な人への支援 310 31.4%

自主防災組織などの整備 36 3.6%

災害時における体制の整備 239 24.2%

道路や建物のバリアフリー整備 165 16.7%

スポーツや文化教養活動の環境整備 63 6.4%

公園や緑地などの自然環境の整備 142 14.4%

その他 15 1.5%

無回答 68 6.9%

回答者数 987
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問 37 高齢者が安心して暮らすためには、どのようなことが必要だと考えますか。（○は３つま

で） 

高齢者が安心して暮らすために必要だと思うことについては、「在宅福祉サービスの充実」が 51.9%

と最も多く、次いで「介護と医療の連携」が 44.0%、「身近な相談窓口の整備」が 34.7%、「ホームヘル

パーなどの福祉の人材の育成」が 31.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51.9%

31.9%

24.7%

8.2%

34.7%

16.2%

44.0%

28.5%

1.7%

5.3%

0% 20% 40% 60%

在宅福祉サービスの充実

ホームヘルパーなどの福祉の人材の育成

地域での声かけ・見守り活動の実施

ボランティアや地域での人材の育成

身近な相談窓口の整備

介護予防に関する取り組みの充実

介護と医療の連携

病院など医療関係施設の整備

その他

無回答

項目 度数 比率

在宅福祉サービスの充実 512 51.9%

ホームヘルパーなどの福祉の人材の育成 315 31.9%

地域での声かけ・見守り活動の実施 244 24.7%

ボランティアや地域での人材の育成 81 8.2%

身近な相談窓口の整備 342 34.7%

介護予防に関する取り組みの充実 160 16.2%

介護と医療の連携 434 44.0%

病院など医療関係施設の整備 281 28.5%

その他 17 1.7%

無回答 52 5.3%

回答者数 987
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問 38 障害者が生きがいをもって暮らすためには、どのようなことが必要だと考えますか。（○

は３つまで） 

障害者が生きがいをもって暮らすために必要だと思うことについては、「働く場の整備」が 50.7%と

最も多く、次いで「在宅福祉サービスの充実」が 50.4%、「地域で理解を深める」が 39.1%、「身近な相

談窓口の整備」が 38.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

50.4%

39.1%

20.1%

38.2%

50.7%

14.1%

2.1%

6.6%

0% 20% 40% 60%

在宅福祉サービスの充実

地域で理解を深める

地域での声かけ・見守り活動の実施

身近な相談窓口の整備

働く場の整備

ボランティアや地域での人材の育成

その他

無回答

項目 度数 比率

在宅福祉サービスの充実 497 50.4%

地域で理解を深める 386 39.1%

地域での声かけ・見守り活動の実施 198 20.1%

身近な相談窓口の整備 377 38.2%

働く場の整備 500 50.7%

ボランティアや地域での人材の育成 139 14.1%

その他 21 2.1%

無回答 65 6.6%

回答者数 987
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問 39 こどもが健やかに育つためには、どのようなことが必要だと考えますか。（○は３つま

で） 

こどもが健やかに育つために必要だと思うことについては、「安心して遊べる場所の充実」が 61.8%

と最も多く、次いで「地域での声かけ・見守り活動の実施」が 48.9%、「保育園・学童保育室の拡充」

が 47.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※要保護児童：保護者がいない、または保護者に監督・保護をさせることが不適当だと認められる児童

のこと。 

項目 度数 比率

地域での声かけ・見守り活動の実施 483 48.9%

要保護児童（※）などに対する支援 298 30.2%

安心して遊べる場所の充実 610 61.8%

身近な相談窓口の整備 292 29.6%

保育園・学童保育室の拡充 466 47.2%

ボランティアや地域での人材の育成 82 8.3%

その他 24 2.4%

無回答 64 6.5%

回答者数 987

48.9%

30.2%

61.8%

29.6%

47.2%

8.3%

2.4%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80%

地域での声かけ・見守り活動の実施

要保護児童などに対する支援

安心して遊べる場所の充実

身近な相談窓口の整備

保育園・学童保育室の拡充

ボランティアや地域での人材の育成

その他

無回答
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問 40 外国人住民にとっても暮らしやすい地域にするためには、どのようなことが必要だと考え

ますか。（○は３つまで） 

外国人住民にとって暮らしやすい地域にするために必要だと思うことについては、「お互いの文化を

知る機会を増やす」が 42.6%と最も多く、次いで「日本語習得の手伝いをする」が 40.6%、「気軽に相談

できる窓口の充実、地域との関わりを増やすための受け入れ体制を整備する」が 39.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.6%

42.6%

25.9%

10.5%

27.4%

21.5%

39.8%

5.2%

8.3%

0% 20% 40% 60%

日本語習得の手伝いをする

お互いの文化を知る機会を増やす

言葉がわかるボランティアを増やす

外国語講師など活躍の場を増やす

お知らせや情報について外国語版を作成する

地域活動や行事に誘うなど地域との関わりを増やす

気軽に相談できる窓口の充実、地域との関わりを

増やすための受け入れ体制を整備する

その他

無回答

項目 度数 比率

日本語習得の手伝いをする 401 40.6%

お互いの文化を知る機会を増やす 420 42.6%

言葉がわかるボランティアを増やす 256 25.9%

外国語講師など活躍の場を増やす 104 10.5%

お知らせや情報について外国語版を作成する 270 27.4%

地域活動や行事に誘うなど地域との関わりを増やす 212 21.5%

気軽に相談できる窓口の充実、地域との関わりを
増やすための受け入れ体制を整備する

393 39.8%

その他 51 5.2%

無回答 82 8.3%

回答者数 987
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問 41 あなたが住んでいる地域のなかで安心して暮らしていくには、地域にある組織や団体に対

してどのような活動を期待していますか。（○は３つまで） 

地域にある組織や団体に対して期待する活動については、「緊急事態が起きたときの対応」が 71.4%

と最も多く、次いで「交通安全や防災・防犯などの活動」が 41.2%、「こどもや高齢者、障害者に対す

る手助け」が 35.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが住みやすいまちづくりを進めていくためのご意見やご要望がございましたら、ご自由にお

書きください。 

※調整中 

71.4%

14.4%

41.2%

11.0%

7.8%

13.4%

35.8%

10.4%

7.0%

16.6%

0.5%

3.7%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80%

緊急事態が起きたときの対応

地域内における決まりごとの徹底

交通安全や防災・防犯などの活動

地域の道路や公園などの清掃活動

リサイクルや自然保護の活動

住民間トラブルの仲介・解決

こどもや高齢者、障害者に対する手助け

住民同士の交流イベントの提供

文化・スポーツなどのサークル活動

市役所・社会福祉協議会との連絡調整

その他

特にない

無回答

項目 度数 比率

緊急事態が起きたときの対応 705 71.4%

地域内における決まりごとの徹底 142 14.4%

交通安全や防災・防犯などの活動 407 41.2%

地域の道路や公園などの清掃活動 109 11.0%

リサイクルや自然保護の活動 77 7.8%

住民間トラブルの仲介・解決 132 13.4%

こどもや高齢者、障害者に対する手助け 353 35.8%

住民同士の交流イベントの提供 103 10.4%

文化・スポーツなどのサークル活動 69 7.0%

市役所・社会福祉協議会との連絡調整 164 16.6%

その他 5 0.5%

特にない 37 3.7%

無回答 43 4.4%

回答者数 987
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２ 福祉関係事業者  

①貴事業者について 

事業者（所）の名称 ※調整中 

連絡先電話番号   ※調整中  

代表者名または   ※調整中 

施設長名    ※調整中 

調査票記載者名   ※調整中  

 

※回答者数が少ない為、表のみ掲載します。 

 

職員数 

職員数については、「１～10 人」が 31 件中 15 件、「11～30 人」「31～50 人」がともに６件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営年数 

運営年数については、「11～20年」が 31件中 12件、「21～30年」が６件、「～５年」が５件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

1～10人 15 48.4%

11～30人 6 19.4%

31～50人 6 19.4%

51～100人 3 9.7%

230人以上 1 3.2%

無回答 0 0.0%

合計 31 100.0%

項目 度数 比率

～5年 5 16.1%

６～10年 3 9.7%

11～20年 12 38.7%

21～30年 6 19.4%

31～40年 4 12.9%

41～50年 0 0.0%

51年以上 1 3.2%

無回答 0 0.0%

合計 31 100.0%
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問１ 貴事業者は、どの分野の業務を行っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

■Ａ 高齢者福祉関係 

「ケアマネジャー」が 18 件中８件、「在宅サービス関係」が６件、「施設サービス関係」が５件とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｂ 障害者福祉関係 

「障害福祉サービス通所（入所）事業所」が７件中４件、「地域活動支援センター」が２件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｃ 児童福祉関係 

「保育所（園）・認定こども園・幼稚園」が６件中４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Ｄ 上記以外分野 

※調整中 

 

 

  

項目 度数 比率

在宅サービス関係 6 33.3%

ケアマネジャー 8 44.4%

施設サービス関係 5 27.8%

地域密着サービス関係 0 0.0%

その他 2 11.1%

無回答 0 0.0%

回答者数 18

項目 度数 比率

障害福祉サービス通所（入所）事業所 4 57.1%

障害児通所 0 0.0%

地域活動支援センター 2 28.6%

特定相談支援事業所及び障害児相談支援事業所 1 14.3%

その他 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7

項目 度数 比率

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 4 66.7%

地域子育て支援拠点 2 33.3%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 6
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問２ 貴事業者の運営形態はどれですか。（該当にひとつ○） 

運営形態については、「社会福祉法人」が 31 件中 12 件、「医療法人」「株式会社」がともに７件とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 貴事業者では、情報をどのように発信していますか。（あてはまるものすべてに○） 

情報の発信については、「ホームページ」が 31 件中 26 件、「施設だよりなど PR・広報誌（紙）の発

行・配布」が 11件、「Facebookや X（旧 Twitter）などの SNS」「家族や地域の人などを招いてイベント

や見学会などの実施」がともに 10件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

社会福祉法人 12 38.7%

医療法人 7 22.6%

ＮＰＯ法人 0 0.0%

株式会社 7 22.6%

その他 5 16.1%

無回答 0 0.0%

合計 31 100.0%

項目 度数 比率

市の広報紙『広報あげお』 5 16.1%

社会福祉協議会の広報紙　『あげお社協だより』 2 6.5%

施設だよりなど PR・広報誌（紙）の発行・配布 11 35.5%

ホームページ 26 83.9%

FacebookやX（旧Twitter）などのSNS 10 32.3%

家族や地域の人などを招いてイベントや見学会などの実施 10 32.3%

その他 3 9.7%

無回答 1 3.2%

回答者数 31
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②地域貢献、社会貢献や地域での活動について 

問４ 地域貢献、社会貢献や地域での活動で、現在実施している、実施予定である、今後必要だ

と思うことを具体的にご記入ください。 

地域貢献、社会貢献や地域での活動については、「子ども・子育て」が 31 件中 14 件と最も多く、次

いで「高齢・介護（認知症、見守り）」が 13件、「地域活動・ボランティア活動」が 11件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

子ども・子育て 14 45.2%

障害（身体・知的・精神） 10 32.3%

高齢・介護（認知症、見守り） 13 41.9%

人権・家庭内暴力 4 12.9%

ゴミ・住環境 6 19.4%

地域活動・ボランティア活動 11 35.5%

道路・公園・公共施設 3 9.7%

健康・医療 3 9.7%

就労・経済的な事項 2 6.5%

防災・防犯・交通安全 3 9.7%

青年（ニート・引きこもり） 4 12.9%

福祉に関する情報提供 4 12.9%

無回答 4 12.9%

回答者数 31
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③他の団体・組織及び地域との連携について 

問５ 現在、行政や他の団体・組織との間で情報交換や連携を行っていますか。（該当にひとつ

○） 

現在、行政や他の団体・組織との間で情報交換や連携を行っているかについては、「行っている」が

31 件中 29件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５で「行っている」に回答した事業者にうかがいます 

問５－１ 情報交換や連携を行っている団体・組織はどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

情報交換や連携を行っている団体・組織については、「市役所」が 29件中 21件、「介護・福祉施設」

が 19件、「医療機関」が 15 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

行っている 29 93.5%

行っていない 1 3.2%

わからない 1 3.2%

無回答 0 0.0%

合計 31 100.0%

項目 度数 比率

市役所 21 72.4%

社会福祉協議会 13 44.8%

自治会・町内会・区会 8 27.6%

地域包括支援センター 11 37.9%

子ども会 0 0.0%

当事者団体 3 10.3%

民生委員・児童委員、主任児童委員 9 31.0%

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 6 20.7%

小学校・中学校・高校 8 27.6%

大学・専門学校 2 6.9%

PTA 1 3.4%

NPO・ボランティアグループ 5 17.2%

いきいきクラブ 1 3.4%

商店会・商店街 1 3.4%

介護・福祉施設 19 65.5%

医療機関 15 51.7%

保健所 7 24.1%

警察・消防 7 24.1%

弁護士・司法書士 3 10.3%

企業 4 13.8%

商工会 1 3.4%

その他 1 3.4%

無回答 2 6.9%

回答者数 29
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問６ 今後、行政や他の団体・組織との間で情報交換や連携を強めたいと思いますか。（該当にひ

とつ○） 

今後、行政や他の団体・組織との間で情報交換や連携を強めたいと思うかについては、「思う」が 31

件中 26件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６で「思う」に回答した事業者にうかがいます 

問６－１ 特に情報交換や連携を強めたい団体・組織などはどれですか。（あてはまるものすべて

に○） 

特に情報交換や連携を強めたい団体・組織などについては、「市役所」が 26 件中 18 件と最も多く、

次いで「介護・福祉施設」が 14件、「医療機関」が 12件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 度数 比率

思う 26 83.9%

思わない 0 0.0%

わからない 5 16.1%

無回答 0 0.0%

合計 31 100.0%

項目 度数 比率

市役所 18 69.2%

社会福祉協議会 10 38.5%

自治会・町内会・区会 11 42.3%

地域包括支援センター 10 38.5%

子ども会 2 7.7%

当事者団体 5 19.2%

民生委員・児童委員、主任児童委員 9 34.6%

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 7 26.9%

小学校・中学校・高校 9 34.6%

大学・専門学校 6 23.1%

PTA 1 3.8%

NPO・ボランティアグループ 7 26.9%

いきいきクラブ 3 11.5%

商店会・商店街 1 3.8%

介護・福祉施設 14 53.8%

医療機関 12 46.2%

保健所 5 19.2%

警察・消防 8 30.8%

弁護士・司法書士 2 7.7%

企業 4 15.4%

商工会 2 7.7%

その他 1 3.8%

無回答 5 19.2%

回答者数 26
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問７ 最近、制度上のサービスでは解決できずに困っている問題・事例がありますか。（具体的に

記入） 

※調整中 

 

 

問７－１ 問７で書かれた問題・事例に対して、他で同様な問題がおこった場合に、貴事業者と

して協力できることがありましたらお書きください。（具体的に記入） 

※調整中 

 

 

問８ 他の団体・組織と連携・協働関係を築く際、連携できることはありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

他の団体・組織と連携・協働関係を連携できることについては、「接点、交流の機会を増やす」が 31

件中 26件、「活動への理解を促進する」が 16件、「制度的な問題を解消する」が７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 貴事業者が地域福祉活動を推進するうえで必要とする支援はありますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

地域福祉活動を推進するうえで必要とする支援については、「補助金など資金面での支援」が 31件中

19 件、「研修制度など人材育成面での支援」が 18 件、「他団体・組織との交流などの連携」が 13 件と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

接点、交流の機会を増やす 26 83.9%

活動への理解を促進する 16 51.6%

財政的な問題を解消する 3 9.7%

制度的な問題を解消する 7 22.6%

その他 0 0.0%

特に連携できることはない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 31

項目 度数 比率

補助金など資金面での支援 19 61.3%

研修制度など人材育成面での支援 18 58.1%

活動場所の確保への支援 9 29.0%

助言などの専門知識の支援 6 19.4%

他団体・組織との交流などの連携 13 41.9%

広報活動、ニーズの把握など情報についての支援 6 19.4%

デジタル化（DXやICT）への支援 10 32.3%

その他 1 3.2%

特に支援は必要ない 1 3.2%

無回答 0 0.0%

回答者数 31
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問1０ 貴事業者は、地域での支え合い活動の推進のために、自治会などの支援者が必要な個人情

報を共有することについてどのように思いますか。（該当にひとつ○）※本人の事前の同意

を前提としています。 

自治会などの支援者が必要な個人情報を共有することについては、「必要であれば共有してもよい」

が 31件中 22件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④新型コロナウイルス問題について 

問 1１ 貴事業者の活動の仕方について、新型コロナウイルス問題の発生以前と変わったことが 

ありましたら、その内容をお書きください。 

※調整中 

 

 

 

 

 

 

  

項目 度数 比率

積極的に共有すべき 2 6.5%

必要であれば共有してもよい 22 71.0%

あまり共有したくない 3 9.7%

一切共有すべきではない 0 0.0%

わからない 4 12.9%

無回答 0 0.0%

合計 31 100.0%
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３ 福祉関係団体 

問１ 貴団体について教えてください。 

団体の名称   ※調整中  

連絡先電話番号 ※調整中 

代表者氏名   ※調整中 

調査票記載者名 ※調整中 

主な活度内容  ※調整中 

主な活動拠点  ※調整中 

 

■会員数 

会員数については、「11～50人」が 17.3%と最も多く、次いで「501～1,000人」が 15.7%、「301～500

人」が 15.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■活動年数 

活動年数については、「51 年以上」が 18.9%と最も多く、次いで「41～50 年」が 15.0%、「～5 年」が

13.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

11.8%

17.3%

14.2%

14.2%

15.0%

15.7%

9.4%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20%

1～10人

11～50人

51～100人

101～300人

301～500人

501～1,000人

1,001人以上

無回答

項目 度数 比率

1～10人 15 11.8%

11～50人 22 17.3%

51～100人 18 14.2%

101～300人 18 14.2%

301～500人 19 15.0%

501～1,000人 20 15.7%

1,001人以上 12 9.4%

無回答 3 2.4%

合計 127 100.0%

13.4%

7.1%

10.2%

10.2%

10.2%

15.0%

18.9%

15.0%

0% 5% 10% 15% 20%

～5年

６～10年

11～20年

21～30年

31～40年

41～50年

51年以上

無回答

項目 度数 比率

～5年 17 13.4%

６～10年 9 7.1%

11～20年 13 10.2%

21～30年 13 10.2%

31～40年 13 10.2%

41～50年 19 15.0%

51年以上 24 18.9%

無回答 19 15.0%

合計 127 100.0%



Ⅱ 調査結果【３ 福祉関係団体】 

57 

問２ 貴団体では、活動を行う上で地域にある他の団体・機関などとの交流や連携、協力関係が

ありますか。（あてはまるものすべてに○） 

地域にある他の団体・機関などとの交流や連携、協力関係については、「社会福祉協議会」が 80.3%

と最も多く、次いで「自治会・町内会・区会」が 78.0%、「市役所」が 73.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

73.2%

80.3%

78.0%

70.1%

34.6%

14.2%

42.5%

7.1%

51.2%

4.7%

16.5%

15.0%

60.6%

7.1%

25.2%

10.2%

4.7%

38.6%

3.1%

11.0%

4.7%

6.3%

0.8%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所

社会福祉協議会

自治会・町内会・区会

民生委員・児童委員

地域包括支援センター

当事者団体

子ども会

保育所（園）・認定こども園・幼稚園

小学校・中学校・高校

大学・専門学校

PTA

NPO・ボランティアグループ

いきいきクラブ

商店会・商店街

介護・福祉施設

医療機関

保健所

警察・消防

弁護士・司法書士

企業

商工会

その他

特になし

無回答
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問２で「市役所」～「その他」のいずれかを選んだ団体にうかがいます 

問２－1 交流や連携、協力関係があると回答した団体・機関などとどのような関係があります

か。（具体的に記入） 

※調整中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 度数 比率

市役所 93 73.2%

社会福祉協議会 102 80.3%

自治会・町内会・区会 99 78.0%

民生委員・児童委員（または主任児童委員） 89 70.1%

地域包括支援センター 44 34.6%

当事者団体（※） 18 14.2%

子ども会 54 42.5%

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 9 7.1%

小学校・中学校・高校 65 51.2%

大学・専門学校 6 4.7%

PTA 21 16.5%

NPO・ボランティアグループ 19 15.0%

いきいきクラブ 77 60.6%

商店会・商店街 9 7.1%

介護・福祉施設 32 25.2%

医療機関 13 10.2%

保健所 6 4.7%

警察・消防 49 38.6%

弁護士・司法書士 4 3.1%

企業 14 11.0%

商工会 6 4.7%

その他 8 6.3%

特になし 1 0.8%

無回答 1 0.8%

回答者数 127

※地域の中には、高齢者、障害者、こども、子育て中の方など様々な人が暮らしており、それぞれに悩

みごとなどを抱えている方がいます。当事者団体は、同じ悩みや問題などを持つ人が集まり、課題解

決のための活動や、交流や親睦を深めるための組織のことです。 
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問３ 貴団体が活動を行う上で困っていることはどのようなことですか。（あてはまるものすべて

に○） 

活動を行う上で困っていることについては、「メンバーの高齢化」が 74.0%と最も多く、次いで「新

しいメンバーが入らない」が 69.3%、「リーダー（後継者）が育たない」が 59.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３で「活動のマンネリ化」から「その他」のいずれかを選んだ団体にうかがいます 

問３－１ 問３で挙げた課題解決のためには何が必要だと感じますか。（具体的に記入） 

※調整中 

 

 

27.6%

69.3%

59.1%

9.4%

8.7%

21.3%

5.5%

9.4%

22.8%

74.0%

9.4%

3.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

活動のマンネリ化

新しいメンバーが入らない

リーダー（後継者）が育たない

市民に情報発信する場や機会が乏しい

人々のニーズに合った活動ができていない

支援を必要とする人の情報が得にくい

他の団体と交流する機会が乏しい

活動の場所（拠点）の確保が難しい

活動資金が足りない

メンバーの高齢化

その他

特に困ったことはない

無回答

項目 度数 比率

活動のマンネリ化 35 27.6%

新しいメンバーが入らない 88 69.3%

リーダー（後継者）が育たない 75 59.1%

市民に情報発信する場や機会が乏しい 12 9.4%

人々のニーズに合った活動ができていない 11 8.7%

支援を必要とする人の情報が得にくい 27 21.3%

他の団体と交流する機会が乏しい 7 5.5%

活動の場所（拠点）の確保が難しい 12 9.4%

活動資金が足りない 29 22.8%

メンバーの高齢化 94 74.0%

その他 12 9.4%

特に困ったことはない 4 3.1%

無回答 0 0.0%

回答者数 127
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問３－２ 問３で挙げた課題解決のために、どのような機関・団体などと連携したいですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

課題解決のために、連携したい機関・団体などについては、「市役所」が 63.8%と最も多く、次いで

「自治会・町内会・区会」が 53.5%、「社会福祉協議会」が 49.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.8%

49.6%

53.5%

42.5%

25.2%

18.1%

15.0%

5.5%

22.0%

11.0%

6.3%

12.6%

26.8%

7.9%

13.4%

8.7%

4.7%

16.5%

4.7%

7.9%

3.1%

5.5%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80%

市役所

社会福祉協議会

自治会・町内会・区会

民生委員・児童委員

地域包括支援センター

当事者団体

子ども会

保育所（園）・認定こども園・幼稚園

小学校・中学校・高校

大学・専門学校

PTA

NPO・ボランティアグループ

いきいきクラブ

商店会・商店街

介護・福祉施設

医療機関

保健所

警察・消防

弁護士・司法書士

企業

商工会

その他

無回答
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項目 度数 比率

市役所 81 63.8%

社会福祉協議会 63 49.6%

自治会・町内会・区会 68 53.5%

民生委員・児童委員（または主任児童委員） 54 42.5%

地域包括支援センター 32 25.2%

当事者団体 23 18.1%

子ども会 19 15.0%

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 7 5.5%

小学校・中学校・高校 28 22.0%

大学・専門学校 14 11.0%

PTA 8 6.3%

NPO・ボランティアグループ 16 12.6%

いきいきクラブ 34 26.8%

商店会・商店街 10 7.9%

介護・福祉施設 17 13.4%

医療機関 11 8.7%

保健所 6 4.7%

警察・消防 21 16.5%

弁護士・司法書士 6 4.7%

企業 10 7.9%

商工会 4 3.1%

その他 7 5.5%

無回答 10 7.9%

回答者数 127
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問４ 貴団体では、団体の活動情報をどのように発信していますか。（あてはまるものすべてに

○） 

団体の活動情報の発信については、「チラシやパンフレットの配布」が 48.0%と最も多く、次いで

「メンバーなどによる口コミ」が 36.2%、「社会福祉協議会の広報紙『あげお社協だより』」が 26.8%と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.5%

26.8%

6.3%

48.0%

10.2%

3.1%

36.2%

31.5%

4.7%

0% 20% 40% 60%

市の広報紙 『広報あげお』

社会福祉協議会の広報紙『あげお社協だより』

ボランティアセンター通信

チラシやパンフレットの配布

ホームページ

FacebookやX（旧Twitter）などのSNS

メンバーなどによる口コミ

その他

無回答

項目 度数 比率

市の広報紙　『広報あげお』 21 16.5%

社会福祉協議会の広報紙『あげお社協だより』 34 26.8%

ボランティアセンター通信 8 6.3%

チラシやパンフレットの配布 61 48.0%

ホームページ 13 10.2%

FacebookやX（旧Twitter）などのSNS 4 3.1%

メンバーなどによる口コミ 46 36.2%

その他 40 31.5%

無回答 6 4.7%

回答者数 127
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問５ 貴団体では、団体の活動に必要な情報を主にどこから入手していますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

団体の活動に必要な情報の入手経路については、「市の広報紙『広報あげお』」が 44.9%と最も多く、

次いで「民生委員・児童委員（または主任児童委員）を通して」が 39.4%、「社会福祉協議会の広報紙

『あげお社協だより』」が 37.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.9%

31.5%

44.9%

23.6%

33.9%

37.0%

8.7%

7.1%

39.4%

7.9%

26.0%

3.9%

20.5%

7.1%

1.6%

0% 20% 40% 60%

知り合いを通して

市役所の窓口・掲示板

市の広報紙 『広報あげお』

市のホームページ

社会福祉協議会の窓口

社会福祉協議会の広報紙『あげお社協だより』

ボランティアセンター通信

社会福祉協議会のホームページ

民生委員・児童委員を通して

福祉サービスの事業所またはその職員

他団体を通して

FacebookやX（旧Twitter）などのSNS

その他

特にない

無回答

項目 度数 比率

知り合いを通して 43 33.9%

市役所の窓口・掲示板 40 31.5%

市の広報紙　『広報あげお』 57 44.9%

市のホームページ 30 23.6%

社会福祉協議会の窓口 43 33.9%

社会福祉協議会の広報紙『あげお社協だより』 47 37.0%

ボランティアセンター通信 11 8.7%

社会福祉協議会のホームページ 9 7.1%

民生委員・児童委員（または主任児童委員）を通して 50 39.4%

福祉サービスの事業所またはその職員 10 7.9%

他団体を通して 33 26.0%

FacebookやX（旧Twitter）などのSNS 5 3.9%

その他 26 20.5%

特にない 9 7.1%

無回答 2 1.6%

回答者数 127
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問６ 市民の方が貴団体の活動に一回だけでも気軽に参加してもらうことについて、どう考えま

すか。（ひとつだけ○） 

市民の方が活動に一回だけでも気軽に参加してもらえると思えることでは、「活動の内容によっては、

一回きりの参加があっても良い」が 36.2%と最も多く、次いで「一回きりでもよいので、参加してもら

えると助かる」が 25.2%、「固定メンバーでの活動しか行えないため、そのような形は難しい」が 22.8%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 身近に困っている人がいるとき、貴団体ではどのような手助けができますか、または、や

りたいですか。（具体的に記入） 

※調整中 

 

 

問８ 今後、活動団体が増えていく、また継続していくためには、どのようなことが必要と考え

ますか。（具体的に記入） 

※調整中 

 

 

問９ 地域貢献活動に取り組んでいるボランティア団体やＮＰＯ団体で、地域や市民にＰＲして

いくべきだと思う団体はありますか。貴団体が把握している範囲でお答えください。      

（具体的に記入） 

※調整中 

 

  

22.8%

36.2%

25.2%

8.7%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40%

固定メンバーでの活動しか行えないため、そのような形は難しい

活動の内容によっては、一回きりの参加があっても良い

一回きりでもよいので、参加してもらえると助かる

その他

無回答

項目 度数 比率

固定メンバーでの活動しか行えないため、そのような形は難しい 29 22.8%

活動の内容によっては、一回きりの参加があっても良い 46 36.2%

一回きりでもよいので、参加してもらえると助かる 32 25.2%

その他 11 8.7%

無回答 9 7.1%

合計 127 100.0%
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問 10 貴団体が活動をしていく上で、市役所・社会福祉協議会に望むことはどのようなことです

か。（あてはまるものすべてに○） 

活動をしていく上で、市役所・社会福祉協議会に望むことについては、「活動上必要な情報の提供」

が48.0%と最も多く、次いで「経済的支援（活動資金など）」が40.2%、「リーダーの養成支援」が33.9%

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.3%

48.0%

20.5%

30.7%

33.9%

40.2%

11.0%

15.7%

17.3%

5.5%

8.7%

6.3%

3.1%

0% 20% 40% 60%

団体や活動についてのPR

活動上必要な情報の提供

活動場所の提供

会員募集の支援

リーダーの養成支援

経済的支援（活動資金など）

他団体とのネットワーク化

団体運営上の助言

設備・備品の充実

成果の発表の場の提供

その他

特にない

無回答

項目 度数 比率

団体や活動についてのPR 41 32.3%

活動上必要な情報の提供 61 48.0%

活動場所の提供 26 20.5%

会員募集の支援 39 30.7%

リーダーの養成支援 43 33.9%

経済的支援（活動資金など） 51 40.2%

他団体とのネットワーク化 14 11.0%

団体運営上の助言 20 15.7%

設備・備品の充実 22 17.3%

成果の発表の場の提供 7 5.5%

その他 11 8.7%

特にない 8 6.3%

無回答 4 3.1%

回答者数 127
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問 11 活動を通じて感じる、地域の問題点や課題はどのようなものですか。（あてはまるものす

べてに○） 

活動を通じて感じる、地域の問題点や課題については、「世代間の交流が少ない」が 49.6%と最も多

く、次いで「ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ」が 40.2%、「隣近所との交流が少ない」が 39.4%となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.5%

15.7%

12.6%

18.9%

40.2%

10.2%

15.0%

9.4%

19.7%

4.7%

39.4%

49.6%

11.8%

11.8%

20.5%

14.2%

5.5%

15.7%

25.2%

3.9%

30.7%

7.9%

7.1%

3.9%

3.1%

0% 20% 40% 60%

あいさつをしない人が多い

緊急時、災害時の対応体制がわからない

犯罪の増加

交通マナーの乱れ

ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ

地域でのこどもの見守りがされていない

地域での高齢者の見守りがされていない

子育てに悩んでいる人がいる

困っていることを相談できない人がいる

こどもや高齢者、障害者に対する虐待を見たり聞いたりする

隣近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の活動が不活発である

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

地域から孤立している人がいる

障害に関する情報や障害のある人に対する理解が不足している

健康に対する意識が低い

福祉保健サービスについて市民に知られていない

高齢者世帯やその他支援が必要な方の住まいなどの

情報が手に入りにくい

こどもや高齢者、障害者に対する虐待が疑われる家庭があっても

どのように対応したらいいかわからない

大規模な風水害や地震時の避難と安否確認など、防災対策に不安がある

生活困窮者への支援が不十分

特にない

その他

無回答
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項目 度数 比率

あいさつをしない人が多い 26 20.5%

緊急時、災害時の対応体制がわからない 20 15.7%

犯罪の増加 16 12.6%

交通マナーの乱れ 24 18.9%

ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ 51 40.2%

地域でのこどもの見守りがされていない 13 10.2%

地域での高齢者の見守りがされていない 19 15.0%

子育てに悩んでいる人がいる 12 9.4%

困っていることを相談できない人がいる 25 19.7%

こどもや高齢者、障害者に対する虐待を見たり聞いたりする 6 4.7%

隣近所との交流が少ない 50 39.4%

世代間の交流が少ない 63 49.6%

地域の活動が不活発である 15 11.8%

地域の中で気軽に集まれる場が少ない 15 11.8%

地域から孤立している人がいる 26 20.5%

障害に関する情報や障害のある人に対する理解が不足している 18 14.2%

健康に対する意識が低い 7 5.5%

福祉保健サービスについて市民に知られていない 20 15.7%

高齢者世帯（一人暮らしなど）やその他支援が必要な方の住まいなどの
情報が手に入りにくい

32 25.2%

こどもや高齢者、障害者に対する虐待が疑われる家庭があってもどのように対応
したらいいかわからない

5 3.9%

大規模な風水害や地震時の避難と安否確認など、防災対策に不安がある 39 30.7%

生活困窮者（※）への支援が不十分 10 7.9%

特にない 9 7.1%

その他 5 3.9%

無回答 4 3.1%

回答者数 127

※生活困窮者：現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある者。

（生活困窮者自立支援法より） 
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問 12 あなたは、地域での支え合いや孤独死・孤立死の防止などのために、自治会・町内会・区

会を単位とした支援者が必要な個人情報を活用する方法をどのように考えますか。（該当に

○）※本人の事前の同意を前提としています。 

自治会・町内会・区会を単位とした支援者が必要な個人情報を活用する方法については、「必要であ

れば共有してもよい」が 63.0%と最も多く、次いで「積極的に共有すべき」が 26.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.0%

63.0%

1.6%

0.0%

3.9%

2.4%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80%

積極的に共有すべき

必要であれば共有してもよい

あまり共有したくない

一切共有すべきではない

わからない

その他

無回答

項目 度数 比率

積極的に共有すべき 33 26.0%

必要であれば共有してもよい 80 63.0%

あまり共有したくない 2 1.6%

一切共有すべきではない 0 0.0%

わからない 5 3.9%

その他 3 2.4%

無回答 4 3.1%

合計 127 100.0%
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問 13 すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、どのようなことが必要

だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必要だと思うことについては、「日常生活に関

する身近な相談窓口の整備」が 51.2%と最も多く、次いで「必要な情報を入手できる体制の整備」が

48.0%、「支援が必要な人への支援」が 47.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

48.0%

51.2%

37.0%

29.9%

30.7%

42.5%

47.2%

19.7%

42.5%

24.4%

24.4%

34.6%

5.5%

3.1%

0% 20% 40% 60%

必要な情報を入手できる体制の整備

日常生活に関する身近な相談窓口の整備

地域の人が交流できる場の整備

ネットワーク作り、見守り体制の整備

買い物がしやすい環境づくり

バスなどの公共交通手段の整備

支援が必要な人への支援

自主防災組織などの整備

災害時における体制の整備

道路や建物のバリアフリー整備

スポーツや文化教養活動の環境整備

公園や緑地などの自然環境の整備

その他

無回答

項目 度数 比率

必要な情報を入手できる体制の整備 61 48.0%

日常生活に関する身近な相談窓口の整備 65 51.2%

地域の人が交流できる場の整備 47 37.0%

ネットワーク作り、見守り体制の整備 38 29.9%

買い物がしやすい環境づくり 39 30.7%

バスなどの公共交通手段の整備 54 42.5%

支援が必要な人への支援 60 47.2%

自主防災組織などの整備 25 19.7%

災害時における体制の整備 54 42.5%

道路や建物のバリアフリー整備 31 24.4%

スポーツや文化教養活動の環境整備 31 24.4%

公園や緑地などの自然環境の整備 44 34.6%

その他 7 5.5%

無回答 4 3.1%

回答者数 127
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問 14 地域における取り組みについて、現在の状況と今後の期待度はどれにあたりますか。（そ

れぞれひとつだけ○）地域における取り組みについて、現在の状況と今後の期待度はどれ

にあたりますか。（それぞれひとつだけ○）地域における取り組みについて、現在の状況と

今後の期待度はどれにあたりますか。（それぞれひとつだけ○） 

■取り組み状況 

現在の取り組み状況の「取り組んでいる」「まあまあ取り組んでいる」を合わせた『取り組んでいる』

では、「⑨活動団体への支援」が 63.8%と最も多く、次いで「⑤地域における防災機能の強化」が 59.1%、

「⑦隣近所や地域の力による福祉活動のきっかけづくり」が 57.5%となっています。 

一方、「あまり取り組んでいない」「取り組んでいない」を合わせた『取り組んでいない』では、「④

誰もが外出しやすい環境づくり」が 60.6%と最も多く、次いで「②支援をつなぐ仕組みづくり」が

53.6%、「③さまざまな団体などによる支え合いの仕組みづくり」が 49.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.4%

7.9%

7.1%

5.5%

13.4%

11.0%

8.7%

11.8%

14.2%

40.9%

31.5%

35.4%

26.0%

45.7%

43.3%

48.8%

37.0%

49.6%

33.1%

38.6%

34.6%

38.6%

29.1%

35.4%

33.1%

36.2%

26.8%

7.9%

15.0%

15.0%

22.0%

6.3%

4.7%

4.7%

10.2%

7.1%

6.3%

4.7%

5.5%

5.5%

3.1%

3.1%

2.4%

2.4%

0.8%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる

支え合いの仕組みづくり

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに

よる安全の確保

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

⑦隣近所や地域の力による福祉活動

のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

取り組んでいる まあまあ

取り組んでいる

あまり

取り組んでいない

取り組んでいない わからない 無回答
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※参考 取り組みと具体的な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上段：度数　下段：比率

項目

取
り
組
ん
で
い
る

ま
あ
ま
あ

取
り
組
ん
で
い
る

あ
ま
り

取
り
組
ん
で
い
な
い

取
り
組
ん
で
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

合
計

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

12 52 42 10 8 3 127

9.4% 40.9% 33.1% 7.9% 6.3% 2.4% 100.0%

10 40 49 19 6 3 127

7.9% 31.5% 38.6% 15.0% 4.7% 2.4% 100.0%

9 45 44 19 7 3 127

7.1% 35.4% 34.6% 15.0% 5.5% 2.4% 100.0%

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

7 33 49 28 7 3 127

5.5% 26.0% 38.6% 22.0% 5.5% 2.4% 100.0%

17 58 37 8 4 3 127

13.4% 45.7% 29.1% 6.3% 3.1% 2.4% 100.0%

14 55 45 6 4 3 127

11.0% 43.3% 35.4% 4.7% 3.1% 2.4% 100.0%

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

11 62 42 6 3 3 127

8.7% 48.8% 33.1% 4.7% 2.4% 2.4% 100.0%

15 47 46 13 3 3 127

11.8% 37.0% 36.2% 10.2% 2.4% 2.4% 100.0%

18 63 34 9 1 2 127

14.2% 49.6% 26.8% 7.1% 0.8% 1.6% 100.0%

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保

①福祉サービスの利用支援

●必要な福祉サービスが受けられる
●わかりやすい、適切な情報を入手できる
●判断能力の不十分な人が適切に制度やサービスが利用でき、
　権利が守られる

②支援をつなぐ仕組みづくり
●困っている人が気軽に相談できる場がある
●困ったときの相談窓口が周知されている
●仕事や生活に困っている人が支援を受けられる

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

●市民や団体が参加しやすい、活動しやすい環境がある
●福祉にかかわる団体が連携して、困っている人を支えている
●地域のボランティアが増え、育成されている

④誰もが外出しやすい環境づくり
●誰もが外出しやすい、利用しやすいまちづくりがすすめられている
●市民が利用しやすい公共交通網が充実している
●高齢者や障害者の移動支援や外出支援、生活支援が充実している

⑤地域における防災機能の強化

●防災に関する情報提供が充実している
●自主防災組織の活動により、地域の防災力向上が　図られている
●防災訓練への参加など、市民意識が醸成されている
●助けが必要な人が、緊急時に素早く避難できるような　連携や体制づくり
　がすすめられている
●災害ボランティアが育成されている

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保

●高齢者や障害者世帯の見守り支援が行われている
●子育て家庭の孤立化防止、ひきこもり防止、虐待防止の取り組みが行われている
●悩みごとを抱えた人が気軽に相談できる場がある
●消費者被害の防止、地域の防犯活動が行われている

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

●普段のあいさつや声かけが行われている
●地域の行事へ積極的に参加している
●地域の活動が活発に行われている
●障害などの福祉に関する教育や啓発が行われている

⑧地域福祉活動の担い手の育成
●みんなが気軽に取り組める健康づくり活動やイベントが行われている
●地域の活動やボランティア活動についての情報が提供されている
●地域の活動や健康づくり、ボランティア活動などに関わる人が増えている

⑨活動団体への支援
●高齢者や障害者、子育て中の人などが、生きがいや　仲間づくりに気軽に
　集まれる場や機会がある
●気軽に集まれる場や機会の情報が提供されている

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】
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■期待度 

今後の期待度の「期待している」「やや期待している」を合わせた『期待している』では、「⑤地域

における防災機能の強化」が 76.4%と最も多く、次いで「⑥地域における見守り・声かけによる安全の

確保」「⑨活動団体への支援」がともに 71.6%となっています。 

一方、「あまり取り組んでいない」「取り組んでいない」を合わせた『取り組んでいない』では、「④

誰もが外出しやすい環境づくり」が 23.7%と最も多く、次いで「③さまざまな団体などによる支え合い

の仕組みづくり」が 21.2%「②支援をつなぐ仕組みづくり」が 20.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.1%

31.5%

29.1%

33.1%

39.4%

37.0%

29.9%

31.5%

36.2%

36.2%

33.9%

34.6%

29.1%

37.0%

34.6%

39.4%

37.0%

35.4%

13.4%

20.5%

17.3%

21.3%

12.6%

15.7%

18.1%

17.3%

15.7%

1.6%

0.0%

3.9%

2.4%

0.0%

0.8%

1.6%

2.4%

1.6%

4.7%

3.1%

3.9%

3.9%

0.8%

1.6%

0.8%

1.6%

1.6%

11.0%

11.0%

11.0%

10.2%

10.2%

10.2%

10.2%

10.2%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる

支え合いの仕組みづくり

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに

よる安全の確保

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

⑦隣近所や地域の力による福祉活動

のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

期待している やや期待している あまり期待していない 期待していない わからない 無回答
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誰もが住みやすいまちづくりを進めていくためのご意見やご要望がございましたら、ご自由にお

書きください。 

※調整中 

 

 

 

 

 

 

 

  

上段：度数　下段：比率

項目

期
待
し
て
い
る

や
や
期
待
し
て
い
る

あ
ま
り
期
待
し
て
い

な
い

期
待
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

合
計

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】 3
位42 46 17 2 6 14 127

33.1% 36.2% 13.4% 1.6% 4.7% 11.0% 100.0%

40 43 26 0 4 14 127

31.5% 33.9% 20.5% 0.0% 3.1% 11.0% 100.0%

37 44 22 5 5 14 127

29.1% 34.6% 17.3% 3.9% 3.9% 11.0% 100.0%

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

42 37 27 3 5 13 127

33.1% 29.1% 21.3% 2.4% 3.9% 10.2% 100.0%

50 47 16 0 1 13 127

39.4% 37.0% 12.6% 0.0% 0.8% 10.2% 100.0%

47 44 20 1 2 13 127

37.0% 34.6% 15.7% 0.8% 1.6% 10.2% 100.0%

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

38 50 23 2 1 13 127

29.9% 39.4% 18.1% 1.6% 0.8% 10.2% 100.0%

40 47 22 3 2 13 127

31.5% 37.0% 17.3% 2.4% 1.6% 10.2% 100.0%

46 45 20 2 2 12 127

36.2% 35.4% 15.7% 1.6% 1.6% 9.4% 100.0%

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保
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４ 民生委員・児童委員、主任児童委員 

問１ はじめに委嘱区分を伺います。（該当に○） 

委嘱区分については、「民生委員・児童委員」が 91.9%と最も多く、次いで「主任児童委員」が 5.9%、

「」が 0.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたが民生委員・児童委員（または主任児童委員）として担当している地区は次のうち

どこに含まれますか。（該当に○） 

民生委員・児童委員（または主任児童委員）として担当している地区については、「上平」が 14.0%

と最も多く、次いで「上尾東」が 13.6%、「大谷」が 12.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.9%

5.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民生委員・児童委員

主任児童委員

無回答

項目 度数 比率

民生委員・児童委員 217 91.9%

主任児童委員 14 5.9%

無回答 5 2.1%

合計 236 100.0%

13.6%

7.6%

8.5%

8.5%

8.9%

7.6%

11.9%

7.2%

14.0%

12.3%

0.0%

0% 5% 10% 15%

上尾東

上尾西

上尾南

平方

原市北

原市南

大石東

大石西

上平

大谷

無回答

項目 度数 比率

上尾東 32 13.6%

上尾西 18 7.6%

上尾南 20 8.5%

平方 20 8.5%

原市北 21 8.9%

原市南 18 7.6%

大石東 28 11.9%

大石西 17 7.2%

上平 33 14.0%

大谷 29 12.3%

無回答 0 0.0%

合計 236 100%
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問３ あなたの民生委員・児童委員（または主任児童委員）としての在任・経験年数はどれくら

いですか。（該当にひとつ○）※通算またはどちらも経験されている場合は合算 

民生委員・児童委員（または主任児童委員）としての在任・経験年数については、「３年～５年」が

28.8%と最も多く、次いで「６年～８年」が 25.8%、「３年未満」が 23.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは民生委員・児童委員（または主任児童委員）の活動のやりがいについてどう思い

ますか。また、どのようなときにやりがいを感じますか。（該当にひとつ○） 

民生委員・児童委員（または主任児童委員）の活動のやりがいについては、「やりがいがあると思う」

「やや、やりがいがあると思う」を合わせた『やりがいがあると思う』が 76.7%となっています。 

一方、「やりがいがあるとは思えない」は、1.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

23.7%

28.8%

25.8%

21.2%

0.4%

0% 10% 20% 30% 40%

３年未満

３年～５年

６年～８年

９年以上

無回答

項目 度数 比率

３年未満 56 23.7%

３年～５年 68 28.8%

６年～８年 61 25.8%

９年以上 50 21.2%

無回答 1 0.4%

合計 236 100.0%

33.9%

42.8%

21.2%

1.3%

0.8%

0% 20% 40% 60%

やりがいがあると思う

やや、やりがいがあると思う

どちらともいえない

やりがいがあるとは思えない

無回答

項目 度数 比率

やりがいがあると思う 80 33.9%

やや、やりがいがあると思う 101 42.8%

どちらともいえない 50 21.2%

やりがいがあるとは思えない 3 1.3%

無回答 2 0.8%

合計 236 100.0%
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問５ あなたにとって、民生委員・児童委員（または主任児童委員）の活動の負担はどの程度だ

と思いますか。（該当にひとつ○） 

民生委員・児童委員（または主任児童委員）の活動の負担では、「まったく負担に感じない」「あま

り負担に感じない」を合わせた『負担に感じない』が 28.8%となっています。 

一方、「やや負担に感じる」「とても負担に感じる」を合わせた『負担を感じる』は、71.2%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.7%

27.1%

62.7%

8.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

まったく負担に感じない

あまり負担に感じない

やや負担に感じる

とても負担に感じる

無回答

項目 度数 比率

まったく負担に感じない 4 1.7%

あまり負担に感じない 64 27.1%

やや負担に感じる 148 62.7%

とても負担に感じる 20 8.5%

無回答 0 0.0%

合計 236 100.0%
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問６ 民生委員・児童委員（または主任児童委員）活動のなかで、特に大変・困難だと感じるこ

とは、どんなことですか。（５つまで○） 

民生委員・児童委員（または主任児童委員）活動のなかで、特に大変・困難だと感じることについ

ては、「なり手が不足している」が 60.6%と最も多く、次いで「担当地区で孤立死や、消費者被害など

の事件が起こらないか心配になる」が 44.9%、「プライバシーにどこまで踏み込んでいいのか戸惑う」

が 38.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.7%

20.3%

4.7%

38.6%

5.9%

8.1%

12.3%

8.5%

44.9%

25.0%

5.5%

3.0%

33.9%

22.0%

0.4%

23.3%

60.6%

3.0%

11.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80%

相手となかなか会えない（時間が合わない）

訪問しても会ってもらえない

家庭のことを話してくれない

プライバシーにどこまで踏み込んでいいのか戸惑う

責任の重い見守りを依頼される

怖い思いをしたことがある

本人の情報を持つ公的機関や関係者から情報を提供してもらえない

持っている個人情報を守秘義務のない人に知らせてよいか迷うことがある

担当地区で孤立死や、消費者被害などの事件が起こらないか心配になる

地域の中で本当に支援を必要としている人が支援を受けることが

できていないと感じることがある

どこに相談していいかわからないことが多い

困ったときに行政職員が対応してくれない

自治会・町内会・区会の行事などの参加の負担が大きい

受け持ちの世帯数が多すぎる

相談件数が多すぎる

配布物や調査など、行政や社協からの協力依頼事項が多すぎる

なり手が不足している

特にない

その他

無回答
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項目 度数 比率

相手となかなか会えない（時間が合わない） 89 37.7%

訪問しても会ってもらえない 48 20.3%

家庭のことを話してくれない 11 4.7%

プライバシーにどこまで踏み込んでいいのか戸惑う 91 38.6%

責任の重い見守りを依頼される 14 5.9%

怖い思いをしたことがある 19 8.1%

本人の情報を持つ公的機関や関係者から情報を提供してもらえない 29 12.3%

持っている個人情報を守秘義務のない人に知らせてよいか迷うことがある 20 8.5%

担当地区で孤立死や、消費者被害などの事件が起こらないか心配になる 106 44.9%

地域の中で本当に支援を必要としている人が支援を受けることが
できていないと感じることがある

59 25.0%

どこに相談していいかわからないことが多い 13 5.5%

困ったときに行政職員が対応してくれない 7 3.0%

自治会・町内会・区会の行事などの参加の負担が大きい 80 33.9%

受け持ちの世帯数が多すぎる 52 22.0%

相談件数が多すぎる 1 0.4%

配布物や調査など、行政や社協からの協力依頼事項が多すぎる 55 23.3%

なり手が不足している 143 60.6%

特にない 7 3.0%

その他 26 11.0%

無回答 1 0.4%

回答者数 236
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問７ 現在、担当地区で見守り活動を展開していく上で、お互いに協力・連携している団体・組

織などはどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

現在、担当地区で見守り活動を展開していく上で、お互いに協力・連携している団体・組織などに

ついては、「自治会・町内会・区会」が 86.4%と最も多く、次いで「地域包括支援センター」が 83.1%、

「社会福祉協議会」が 79.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.5%

79.2%

86.4%

83.1%

4.2%

4.7%

2.1%

25.4%

0.4%

3.4%

5.9%

19.9%

0.8%

10.2%

3.4%

2.1%

13.6%

0.4%

0.0%

0.0%

2.5%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所

社会福祉協議会

自治会・町内会・区会

地域包括支援センター

子ども会

当事者団体

保育所（園）・認定こども園・幼稚園

小学校・中学校・高校

大学・専門学校

PTA

NPO・ボランティアグループ

いきいきクラブ

商店会・商店街

介護・福祉施設

医療機関

保健所

警察・消防

弁護士・司法書士

企業

商工会

その他

無回答
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項目 度数 比率

市役所 131 55.5%

社会福祉協議会 187 79.2%

自治会・町内会・区会 204 86.4%

地域包括支援センター 196 83.1%

子ども会 10 4.2%

当事者団体（※） 11 4.7%

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 5 2.1%

小学校・中学校・高校 60 25.4%

大学・専門学校 1 0.4%

PTA 8 3.4%

NPO・ボランティアグループ 14 5.9%

いきいきクラブ 47 19.9%

商店会・商店街 2 0.8%

介護・福祉施設 24 10.2%

医療機関 8 3.4%

保健所 5 2.1%

警察・消防 32 13.6%

弁護士・司法書士 1 0.4%

企業 0 0.0%

商工会 0 0.0%

その他 6 2.5%

無回答 2 0.8%

回答者数 236

※地域の中には、高齢者、障害者、こども、子育て中の方など様々な人が暮らしており、それぞれに悩

みごとなどを抱えている方がいます。当事者団体は、同じ悩みや問題などを持つ人が集まり、課題解

決のための活動や、交流や親睦を深めるための組織のことです。 
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問８ 今後、担当地区において、お互いに協力・連携して地域の見守り活動を進めた方がよいと

思う団体・組織などはどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

担当地区において、お互いに協力・連携して地域の見守り活動を進めた方がよいと思う団体・組織

などについては、「自治会・町内会・区会」が 88.6%と最も多く、次いで「地域包括支援センター」が

82.2%、「社会福祉協議会」が 80.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.8%

80.1%

88.6%

82.2%

11.4%

11.9%

12.3%

33.9%

2.5%

7.6%

13.6%

26.3%

4.7%

33.5%

18.2%

9.7%

36.4%

4.7%

0.8%

0.4%

3.0%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市役所

社会福祉協議会

自治会・町内会・区会

地域包括支援センター

子ども会

当事者団体

保育所（園）・認定こども園・幼稚園

小学校・中学校・高校

大学・専門学校

PTA

NPO・ボランティアグループ

いきいきクラブ

商店会・商店街

介護・福祉施設

医療機関

保健所

警察・消防

弁護士・司法書士

企業

商工会

その他

無回答
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項目 度数 比率

市役所 167 70.8%

社会福祉協議会 189 80.1%

自治会・町内会・区会 209 88.6%

地域包括支援センター 194 82.2%

子ども会 27 11.4%

当事者団体 28 11.9%

保育所（園）・認定こども園・幼稚園 29 12.3%

小学校・中学校・高校 80 33.9%

大学・専門学校 6 2.5%

PTA 18 7.6%

NPO・ボランティアグループ 32 13.6%

いきいきクラブ 62 26.3%

商店会・商店街 11 4.7%

介護・福祉施設 79 33.5%

医療機関 43 18.2%

保健所 23 9.7%

警察・消防 86 36.4%

弁護士・司法書士 11 4.7%

企業 2 0.8%

商工会 1 0.4%

その他 7 3.0%

無回答 2 0.8%

回答者数 236
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問９ 活動を通じて感じる、地域の問題点や課題はどのようなものですか。（あてはまるものすべ

てに○） 

活動を通じて感じる、地域の問題点や課題については、「隣近所との交流が少ない」が 54.2%と最も

多く、次いで「世代間の交流が少ない」が 48.3%、「地域から孤立している人がいる」が 33.9%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.7%

28.4%

11.4%

15.3%

29.2%

6.4%

9.3%

5.1%

24.6%

4.2%

54.2%

48.3%

12.3%

20.3%

33.9%

19.1%

4.2%

24.6%

24.6%

10.2%

27.1%

8.1%

4.2%

5.1%

0.8%

0% 20% 40% 60%

あいさつをしない人が多い

緊急時、災害時の対応体制がわからない

犯罪の増加

交通マナーの乱れ

ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ

地域でのこどもの見守りがされていない

地域での高齢者の見守りがされていない

子育てに悩んでいる人がいる

困っていることを相談できない人がいる

こどもや高齢者、障害者に対する虐待を見たり聞いたりする

隣近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の活動が不活発である

地域の中で気軽に集まれる場が少ない

地域から孤立している人がいる

障害に関する情報や障害のある人に対する理解が不足している

健康に対する意識が低い

福祉保健サービスについて市民に知られていない

高齢者世帯やその他支援が必要な方の

住まいなどの情報が手に入りにくい

こどもや高齢者、障害者に対する虐待が疑われる家庭が

あってもどのように対応したらいいかわからない

大規模な風水害や地震時の避難と安否確認など、防災対策に不安がある

生活困窮者への支援が不十分

特にない

その他

無回答
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項目 度数 比率

あいさつをしない人が多い 30 12.7%

緊急時、災害時の対応体制がわからない     67 28.4%

犯罪の増加 27 11.4%

交通マナーの乱れ 36 15.3%

ごみ出しやごみ捨てマナーの乱れ 69 29.2%

地域でのこどもの見守りがされていない 15 6.4%

地域での高齢者の見守りがされていない 22 9.3%

子育てに悩んでいる人がいる 12 5.1%

困っていることを相談できない人がいる 58 24.6%

こどもや高齢者、障害者に対する虐待を見たり聞いたりする 10 4.2%

隣近所との交流が少ない 128 54.2%

世代間の交流が少ない 114 48.3%

地域の活動が不活発である 29 12.3%

地域の中で気軽に集まれる場が少ない 48 20.3%

地域から孤立している人がいる 80 33.9%

障害に関する情報や障害のある人に対する理解が不足している 45 19.1%

健康に対する意識が低い 10 4.2%

福祉保健サービスについて市民に知られていない 58 24.6%

高齢者世帯（一人暮らしなど）やその他支援が必要な方の
住まいなどの情報が手に入りにくい

58 24.6%

こどもや高齢者、障害者に対する虐待が疑われる家庭が
あってもどのように対応したらいいかわからない

24 10.2%

大規模な風水害や地震時の避難と安否確認など、防災対策に不安がある 64 27.1%

生活困窮者（※）への支援が不十分 19 8.1%

特にない 10 4.2%

その他 12 5.1%

無回答 2 0.8%

回答者数 236

生活困窮者：現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある者。

（生活困窮者自立支援法より） 
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問 10 あなたは、地域での支え合いや孤独死・孤立死の防止などのために、自治会・町内会・区

会を単位とした支援者が必要な個人情報を活用する方法をどのように考えますか。（該当に

ひとつ○）※本人の事前の同意を前提としています。 

自治会・町内会・区会を単位とした支援者が必要な個人情報を活用する方法については、「必要であ

れば共有してもよい」が 75.4%と最も多く、次いで「積極的に共有すべき」が 16.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.9%

75.4%

2.1%

0.0%

4.2%

0.4%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80%

積極的に共有すべき

必要であれば共有してもよい

あまり共有したくない

一切共有すべきではない

わからない

その他

無回答

項目 度数 比率

積極的に共有すべき 40 16.9%

必要であれば共有してもよい 178 75.4%

あまり共有したくない 5 2.1%

一切共有すべきではない 0 0.0%

わからない 10 4.2%

その他 1 0.4%

無回答 2 0.8%

合計 236 100.0%
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問 11 すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、どのようなことが必要

だと考えますか。（あてはまるものすべてに○） 

すべての市民が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるために必要だと思うことでは、「支援が必要

な人への支援」が 55.1%と最も多く、次いで「地域の人が交流できる場の整備」が 52.1%、「日常生活に

関する身近な相談窓口の整備」が 51.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.2%

51.7%

52.1%

43.2%

38.1%

48.3%

55.1%

18.2%

33.1%

28.4%

13.6%

27.1%

3.4%

0.8%

0% 20% 40% 60%

必要な情報を入手できる体制の整備

日常生活に関する身近な相談窓口の整備

地域の人が交流できる場の整備

ネットワーク作り、見守り体制の整備

買い物がしやすい環境づくり

バスなどの公共交通手段の整備

支援が必要な人への支援

自主防災組織などの整備

災害時における体制の整備

道路や建物のバリアフリー整備

スポーツや文化教養活動の環境整備

公園や緑地などの自然環境の整備

その他

無回答

項目 度数 比率

必要な情報を入手できる体制の整備 102 43.2%

日常生活に関する身近な相談窓口の整備 122 51.7%

地域の人が交流できる場の整備 123 52.1%

ネットワーク作り、見守り体制の整備 102 43.2%

買い物がしやすい環境づくり 90 38.1%

バスなどの公共交通手段の整備 114 48.3%

支援が必要な人への支援 130 55.1%

自主防災組織などの整備 43 18.2%

災害時における体制の整備 78 33.1%

道路や建物のバリアフリー整備 67 28.4%

スポーツや文化教養活動の環境整備 32 13.6%

公園や緑地などの自然環境の整備 64 27.1%

その他 8 3.4%

無回答 2 0.8%

回答者数 236
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問 12 地域における取り組みについて、現在の状況と今後の期待度はどれにあたりますか。（そ

れぞれひとつだけ○） 

■取り組み状況 

現在の取り組み状況の「取り組んでいる」「まあまあ取り組んでいる」を合わせた『取り組んでい

る』では、「⑦隣近所や地域の力による福祉活動のきっかけづくり」が 59.7%と最も多く、次いで「①

福祉サービスの利用支援」が 58.0%、「⑥地域における見守り・声かけによる安全の確保」が 54.7%とな

っています。 

一方、「あまり取り組んでいない」「取り組んでいない」を合わせた『取り組んでいない』では、

「④誰もが外出しやすい環境づくり」が 64.9%と最も多く、次いで「⑤地域における防災機能の強化」

「⑧地域福祉活動の担い手の育成」がともに 42.8%、「②支援をつなぐ仕組みづくり」が 41.2%となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.2%

9.3%

9.3%

3.0%

11.0%

8.5%

12.7%

11.9%

8.1%

50.8%

41.9%

40.7%

23.7%

40.3%

46.2%

47.0%

38.1%

45.3%

28.0%

33.1%

30.9%

42.4%

34.7%

35.6%

30.1%

31.8%

30.1%

1.7%

8.1%

8.9%

22.5%

8.1%

4.2%

5.5%

11.0%

7.2%

11.0%

6.8%

9.3%

8.1%

5.5%

5.1%

3.8%

6.8%

8.9%

1.3%

0.8%

0.8%

0.4%

0.4%

0.4%

0.8%

0.4%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる

支え合いの仕組みづくり

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに

よる安全の確保

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

⑦隣近所や地域の力による福祉活動

のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

取り組んでいる まあまあ

取り組んでいる

あまり

取り組んでいない

取り組んでいない わからない 無回答
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※参考 取り組みと具体的な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上段：度数　下段：比率

項目

取
り
組
ん
で
い
る

ま
あ
ま
あ

取
り
組
ん
で
い
る

あ
ま
り

取
り
組
ん
で
い
な
い

取
り
組
ん
で
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

合
計

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

17 120 66 4 26 3 236

7.2% 50.8% 28.0% 1.7% 11.0% 1.3% 100.0%

22 99 78 19 16 2 236

9.3% 41.9% 33.1% 8.1% 6.8% 0.8% 100.0%

22 96 73 21 22 2 236

9.3% 40.7% 30.9% 8.9% 9.3% 0.8% 100.0%

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

7 56 100 53 19 1 236

3.0% 23.7% 42.4% 22.5% 8.1% 0.4% 100.0%

26 95 82 19 13 1 236

11.0% 40.3% 34.7% 8.1% 5.5% 0.4% 100.0%

20 109 84 10 12 1 236

8.5% 46.2% 35.6% 4.2% 5.1% 0.4% 100.0%

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

30 111 71 13 9 2 236

12.7% 47.0% 30.1% 5.5% 3.8% 0.8% 100.0%

28 90 75 26 16 1 236

11.9% 38.1% 31.8% 11.0% 6.8% 0.4% 100.0%

19 107 71 17 21 1 236

8.1% 45.3% 30.1% 7.2% 8.9% 0.4% 100.0%

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保

①福祉サービスの利用支援

●必要な福祉サービスが受けられる
●わかりやすい、適切な情報を入手できる
●判断能力の不十分な人が適切に制度やサービスが利用でき、
　権利が守られる

②支援をつなぐ仕組みづくり
●困っている人が気軽に相談できる場がある
●困ったときの相談窓口が周知されている
●仕事や生活に困っている人が支援を受けられる

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

●市民や団体が参加しやすい、活動しやすい環境がある
●福祉にかかわる団体が連携して、困っている人を支えている
●地域のボランティアが増え、育成されている

④誰もが外出しやすい環境づくり
●誰もが外出しやすい、利用しやすいまちづくりがすすめられている
●市民が利用しやすい公共交通網が充実している
●高齢者や障害者の移動支援や外出支援、生活支援が充実している

⑤地域における防災機能の強化

●防災に関する情報提供が充実している
●自主防災組織の活動により、地域の防災力向上が　図られている
●防災訓練への参加など、市民意識が醸成されている
●助けが必要な人が、緊急時に素早く避難できるような　連携や体制づくり
　がすすめられている
●災害ボランティアが育成されている

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保

●高齢者や障害者世帯の見守り支援が行われている
●子育て家庭の孤立化防止、ひきこもり防止、虐待防止の取り組みが行われている
●悩みごとを抱えた人が気軽に相談できる場がある
●消費者被害の防止、地域の防犯活動が行われている

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

●普段のあいさつや声かけが行われている
●地域の行事へ積極的に参加している
●地域の活動が活発に行われている
●障害などの福祉に関する教育や啓発が行われている

⑧地域福祉活動の担い手の育成
●みんなが気軽に取り組める健康づくり活動やイベントが行われている
●地域の活動やボランティア活動についての情報が提供されている
●地域の活動や健康づくり、ボランティア活動などに関わる人が増えている

⑨活動団体への支援
●高齢者や障害者、子育て中の人などが、生きがいや　仲間づくりに気軽に
　集まれる場や機会がある
●気軽に集まれる場や機会の情報が提供されている

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】
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■期待度 

今後の期待度の「期待している」「やや期待している」を合わせた『期待している』では、「⑨活動

団体への支援」が 77.1%と最も多く、次いで「⑦隣近所や地域の力による福祉活動のきっかけづくり」

が 75.8%、「⑥地域における見守り・声かけによる安全の確保」が 75.0%となっています。 

一方、「あまり取り組んでいない」「取り組んでいない」を合わせた『取り組んでいない』では、「④

誰もが外出しやすい環境づくり」が 24.6%と最も多く、次いで「⑧地域福祉活動の担い手の育成」が

22.0%、「⑤地域における防災機能の強化」が 21.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.6%

38.6%

33.9%

38.1%

38.1%

38.1%

39.4%

37.3%

36.0%

34.7%

34.3%

36.0%

28.4%

30.5%

36.9%

36.4%

31.4%

41.1%

14.0%

16.5%

17.8%

18.2%

19.1%

16.1%

14.4%

16.9%

12.3%

2.1%

1.7%

3.4%

6.4%

2.5%

2.1%

3.4%

5.1%

2.5%

6.8%

5.5%

6.4%

5.5%

6.4%

4.2%

3.0%

6.4%

5.5%

3.8%

3.4%

2.5%

3.4%

3.4%

2.5%

3.4%

3.0%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる

支え合いの仕組みづくり

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに

よる安全の確保

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

⑦隣近所や地域の力による福祉活動

のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

期待している やや期待している あまり期待していない 期待していない わからない 無回答
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誰もが住みやすいまちづくりを進めていくためのご意見やご要望がございましたら、ご自由にお

書きください。 

※調整中 

 

 

 

 

 

 

 

上段：度数　下段：比率

項目

期
待
し
て
い
る

や
や
期
待
し
て
い
る

あ
ま
り
期
待
し
て
い

な
い

期
待
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

合
計

【福祉サービスが利用しやすい地域の実現】

91 82 33 5 16 9 236

38.6% 34.7% 14.0% 2.1% 6.8% 3.8% 100.0%

91 81 39 4 13 8 236

38.6% 34.3% 16.5% 1.7% 5.5% 3.4% 100.0%

80 85 42 8 15 6 236

33.9% 36.0% 17.8% 3.4% 6.4% 2.5% 100.0%

【誰もが快適に住み続けられる地域の実現】

90 67 43 15 13 8 236

38.1% 28.4% 18.2% 6.4% 5.5% 3.4% 100.0%

90 72 45 6 15 8 236

38.1% 30.5% 19.1% 2.5% 6.4% 3.4% 100.0%

90 87 38 5 10 6 236

38.1% 36.9% 16.1% 2.1% 4.2% 2.5% 100.0%

【誰もが役割を持つことができる地域の実現】

93 86 34 8 7 8 236

39.4% 36.4% 14.4% 3.4% 3.0% 3.4% 100.0%

88 74 40 12 15 7 236

37.3% 31.4% 16.9% 5.1% 6.4% 3.0% 100.0%

85 97 29 6 13 6 236

36.0% 41.1% 12.3% 2.5% 5.5% 2.5% 100.0%

⑦隣近所や地域の力による福祉活動
　のきっかけづくり

⑧地域福祉活動の担い手の育成

⑨活動団体への支援

①福祉サービスの利用支援

②支援をつなぐ仕組みづくり

③さまざまな団体などによる
　支え合いの仕組みづくり

④誰もが外出しやすい環境づくり

⑤地域における防災機能の強化

⑥地域における見守り・声かけに
　よる安全の確保
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